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１．議事日程 

   （平成１９年第３回安芸高田市議会９月定例会第１日目） 

 

平成１９年９月１２日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於 安 芸 高 田 市 議 場 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名           

日 程 第 ２  会期の決定 

日 程 第 ３ 諮 問 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日 程 第 ４  諮 問 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日 程 第 ５  認 定 第 １ 号 平成１８年度安芸高田市一般会計決算の認定について 

日 程 第 ６  認 定 第 ２ 号 平成１８年度安芸高田市国民健康保険特別会計決算の認定に 

ついて 

日 程 第 ７  認 定 第 ３ 号 平成１８年度安芸高田市老人保健特別会計決算の認定につい 

             て 

日 程 第 ８  認 定 第 ４ 号 平成１８年度安芸高田市介護保険特別会計決算の認定につい 

             て 

日 程 第 ９  認 定 第 ５ 号 平成１８年度安芸高田市介護サービス特別会計決算の認定に 

ついて 

日程第１０  認 定 第 ６ 号 平成１８年度安芸高田市公共下水道事業特別会計決算の認定 

について 

日程第１１ 認 定 第 ７ 号 平成１８年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会 

計決算の認定について 

日程第１２ 認 定 第 ８ 号 平成１８年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計決算の認 

定について 

日程第１３  認 定 第 ９ 号 平成１８年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計決算の認定 

について 

日程第１４  認定第１０号 平成１８年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業特 
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別会計決算の認定について 

日程第１５  認定第１１号 平成１８年度安芸高田市簡易水道事業特別会計決算の認定に 

ついて 

日程第１６  認定第１２号 平成１８年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計決算の認定 

について 

日程第１７  認定第１３号 平成１８年度安芸高田市水道事業決算の認定について 

日程第１８  議案第６５号  安芸高田市の花及び安芸高田市の木の指定について 

日程第１９  議案第６６号  安芸高田市営駐車場設置及び管理条例 

日程第２０  議案第６７号  安芸高田市まちづくり支援センター設置及び管理条例 

日程第２１  議案第６８号  工事請負契約の変更について 

【安芸高田市第２庁舎・総合文化保健福祉施設（仮称）建設工 

事】 

日程第２２  議案第６９号  芸北広域市町村圏振興協議会の廃止について 

日程第２３  議案第７０号  安芸高田市子育て支援センター設置及び管理条例 

日程第２４  議案第７１号  安芸高田市地域包括支援センター設置及び管理条例 

日程第２５  議案第７２号  安芸高田市道路占用料に関する条例の一部を改正する条例 

日程第２６  議案第７３号  安芸高田市消防手数料条例の一部を改正する条例 

日程第２７  議案第７４号  安芸高田少年自然の家設置及び管理条例の一部を改正する条 

             例 

日程第２８  議案第７５号  安芸高田市公民館条例の一部を改正する条例 

日程第２９  議案第７６号  安芸高田市奨学金貸付条例の一部を改正する条例 

日程第３０  議案第７７号  安芸高田市吉田コミュニティセンター設置及び管理条例を廃 

止する条例 

日程第３１  議案第７８号  安芸高田市立図書館条例の一部を改正する条例 

日程第３２  議案第７９号  平成１９年度安芸高田市一般会計補正予算（第２号） 

日程第３３  議案第８０号  平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算 
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（第２号） 

日程第３４  議案第８１号  平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予算（第 

２号） 

日程第３５  議案第８２号  平成１９年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

２．出席議員は次のとおりである。（２１名） 

１番   明 木 一 悦      ２番   秋 田 雅 朝 

３番   田 中 常 洋      ４番   加 藤 英 伸 

    ６番   川 角 一 郎      ７番   塚 本  近 

    ８番   赤 川 三 郎      ９番   松 村 ユ キ ミ 

   １０番   熊 高 昌 三     １１番   藤 井 昌 之 

   １２番   青 原 敏 治     １３番   金 行 哲 昭 

   １４番   杉 原  洋     １５番   入 本 和 男 

   １６番   山 本 三 郎     １７番   今 村 義 照 

   １８番   玉 川 祐 光     １９番   岡 田 正 信 

   ２０番   亀 岡  等     ２１番   渡 辺 義 則 

   ２２番   松 浦 利 貞 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

４．会議録署名議員 

   １９番   岡 田 正 信     ２０番   亀 岡  等 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２２名） 

市     長    児  玉  更太郎     副  市  長    増 元 正 信 

副  市  長    藤 川 幸 典     総 務 部 長    新 川 文 雄 
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自治振興部長    田 丸 孝 二     市 民 部 長    平 下 和 夫 

福祉保健部長兼

福祉事務所長
    廣 政 克 行     産業振興部長    清 水  盤     

建設部長   

兼公営企業部長
    金 岡 英 雄     教 育 長    佐 藤  勝   

教 育 次 長    益 田 博 志     消 防 長    竹 川 信 明    教育参事兼安芸高田少年自然の家所長   永 井 初 男     会 計 管 理 者    立 田 昭 男   

八千代支所長    槇 原 秀 克     美土里支所長    清 水  勝      

高 宮 支 所 長    近 藤 一 郎     甲 田 支 所 長    垣 野 内  壮 

向 原 支 所 長    田 口 茂 利     総 務 課 長    高 杉 和 義      

財 政 課 長    沖 野 文 雄     企 画 課 長    竹 本 峰 昭 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（５名） 

事 務 局 長  増  本 義  宣    議事調査係長  児  玉  竹  丸 

書 記    新  谷  洋 子    書 記    国 岡 浩 祐 

書 記    倉 田 英 治     
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時０２分 開会 

○松 浦 議 長   それでは時間になりました。ただいまの出席議員は２１名でありま

す。 

定足数に達しておりますので、これより平成１９年第３回安芸高田

市議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

日程に入るに先立ち、議会事務局長より諸般の報告をいたさせます。 

事務局長 増本義宣君。 

◯増本事務局長   議長。 

   諸般の報告をいたします。 

第１点、市長、教育委員長並びに安芸高田市代表監査委員より、本

定例会に説明員として出席委任するものの職氏名の一覧表が提出され

ております。 

第２点、市長より３千万円以上、１億５千万円未満の工事請負契約

締結についての報告がありました。 

第３点、監査委員より、平成１９年６月分、７月分の例月出納検査

結果の報告がありました。 

それぞれの写しをお手元に配布いたしておりますので、ご了承くだ

さい。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

◯松 浦 議 長   以上をもって諸般の報告を終わります。 

          続いて、市長から行政報告の申し出がありましたので、これを許し

ます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   本定例会の冒頭にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

          本日、平成１９年安芸高田市議会第３回定例会を招集いたしました

ところ、議員の皆様には、大変忙しい中をご出席いただき、誠にあり

がとうございます。 

 また、このように新しい庁舎の新しい議場において、本定例会を迎

えることができましたことは、議員各位にはもとより、多くの市民の

皆様、また、建設に関係いただきました方々の深いご理解と多大なる

ご協力の賜物であると考えております。心より感謝申し上げますと同

時に、今後は市民共有の財産であることを肝に銘じ、有効かつ効率的

に、また、大切に使わせていただきたいと考えているところでござい

ます。どうかよろしくお願いを申し上げます。 

          さて、本定例会に提案いたします案件は、平成１８年度の決算に伴

う認定議案が１３件、諮問議案が２件、条例並びに補正予算等に係る

議案が１９件の合計３４議案でございます。 

          特に、決算に伴います認定議案につきましては、これまで１１月の
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臨時会で審査をいただいておりましたが、今年度よりこの時期を早め、

本９月定例会で行えるよう決算及び監査事務などの準備をしてまいっ

たところであります。このことは、現在進めております行政評価シス

テムの構築と合わせて、審査の結果を新年度の予算編成に効率的かつ

確実に反映させていくための有効な手法の一つであり、今後とも継続

してまいりたいと考えております。このため、会期としましては少し

長期に及びますが、どうかご理解を賜りたいと存じます。 

          なお、先月末から今月の初めにかけて、第２庁舎への第１次の引越

しも完了し、９月３日から業務を開始しておりますが、案内表示等が

不十分なところがあり、また仮移転している部署もあることから、市

民の皆様にもいろいろご不便をおかけしていると思われますが、お許

しをいただきたいと存じます。随時、改善に努めてまいりたいと考え

ております。 

 また、９月６日から９日までの間に開催されました、日本女子プロ

ゴルフ選手権につきましては、４日間を通して２万人を超える皆さん

が観戦をされました。このような大きな大会が、広島県で開催される

のは初めてということもあり、また、テレビ中継もされる中、安芸高

田市をＰＲする絶好の機会であったと思います。競技の運営に関わら

れたボランティアや地元地域振興会の皆さんはもとより、安芸高田市

のＰＲや地元の産品の販売など、２４のこの販売には事業所が出店を

していただきました。いろいろな形で尽力いただきました方々にこの

場をお借りして厚くお礼を申し上げます。 

          大変ありがとうございました。 

          以上、定例会開会にあたり、市政一般の報告をさせていただき、あ

いさつとさせていただきます。 

◯松 浦 議 長    以上をもちまして行政報告を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

◯松 浦 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、

１９番 岡田正信君、２０番 亀岡等君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  会期の決定 

◯松 浦 議 長   日程第２、会期の決定を議題といたします。 

本定例会の運営について、過日、議会運営委員会を開き、ご協議い

ただいておりますので、その結果について、議会運営委員長の報告を

求めます。 

１４番 杉原洋君。 

◯杉原 委 員長   議長。 

◯松 浦 議 長   はい。 

◯杉原 委 員長   失礼します。 
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平成１９年第３回定例会の運営につきまして、去る９月５日に議会

運営委員会を開き、次のとおり決定いたしましたので報告をいたしま

す。 

まず、会期につきましては、お手元の会期日程のとおり本日から１

０月１２日までの、３１日間といたしました。 

議事の都合により、９月１５日から９月１８日まで、及び９月２０

日から１０月１１日までを休会といたします。 

本定例会に付議されます案件は、諮問２件、認定１３件、議案１９

件、計３４件でございます。 

なお、議案第８３号につきましては、最終日に上程される予定です。 

議案審議につきまして、認定第１号から認定第１３号までの１３件

につきましては、一括して提案理由の説明の後、質疑を省略し、決算

審査特別委員会を設置し、また議案第６５号から議案第８２号までの

うち、議案第６８号と議案第７３号を除く１６件については、お手元

の付託表のとおり、それぞれ提案理由の説明の後、質疑を受け、各常

任委員会に付託することといたしました。 

その他の案件については、付託を省略することといたしました。 

一般質問の取り扱いにつきましては、１３人から通告がありました

ので、３日間をあて通告順に明日１３日が５人、１４日が４人、１９

日を４人といたします。 

また各種要望書等につきましても、各委員会において審査の上、整

いましたら最終日に発議案件として提案される予定となっております

ことを申し添えさせていただきます。 

以上、報告を終わります。 

◯松 浦 議 長   お諮りいたします。 

ただいまの委員長の報告のとおり、会期は３１日間とすることにご

異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

よって、会期は３１日間と決しました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め 

ることについて 

○松 浦 議 長   日程第３、諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについてを議題とします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議長。 

          議案名、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、本

件は、人権擁護委員の任期満了に伴う後任候補者を法務大臣に推薦す

るにあたり、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意
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見を求めるもので、本年１２月３１日をもって任期満了となります甲

田町の早稲田浩三委員を、引き続き推薦するものでございます。 

早稲田浩三委員は平成１３年から２期１６年間、人権擁護委員を務

められ、現在、三次人権擁護委員協議会の常務委員にも就任され、積

極的に人権擁護活動に取り組んでいただいているところでございます。 

引き続き、熱意と意欲を持って人権擁護活動に取り組んでいただけ

る方であり、人権擁護委員として適任であると判断し推薦するもので

ございます。 

よろしくご審議のうえ、適当なるご意見を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の訂正があるそうです。 

○児 玉 市 長   先ほど早稲田浩三委員は１３年から２期６年間、務めていたという

ことでございますが、先ほどは１６年と申し上げたようでございます

が、これを６年に訂正をさせていただきます。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この件に関しましては、質疑・討論及び委員会付託を省略したいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、そのように取り計らいます。 

これより諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

についてを採決いたします。 

本件はこれに同意することに、ご異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

          よって本件は、これに同意することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第４ 諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め 

ることについて 

◯松 浦 議 長   日程第４、諮問第４号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについてを議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案名は、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてで

ございます。 

本件は、人権擁護委員の任期満了に伴う後任候補者を法務大臣に推

薦するにあたり、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会

の意見を求めるもので、本年１２月３１日をもって任期満了となりま

す吉田町の本田清美委員を、引き続き推薦するものでございます。 

本田清美委員は平成１１年から３期９年間、人権擁護委員を務めら

れ、この間、積極的に人権擁護活動を行っていただいているところで

ございます。 

人権問題に十分な理解があり、引き続き熱意と意欲を持って人権擁
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護活動に取り組んでいただける方であり、人権擁護委員として適任で

あると判断し推薦するものでございます。 

よろしくご審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この件に関しましては、質疑・討論及び委員会付託を省略したいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、そのように取り計らいいたします。 

これより諮問第４号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

についてを採決いたします。 

本件はこれに同意することに、ご異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

          よって本件は、これに同意することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５   認定第１号 平成１８年度安芸高田市一般会計決 

算の認定について 

日程第６   認定第２号 平成１８年度安芸高田市国民健康保 

      険特別会計決算の認定について 

日程第７   認定第３号 平成１８年度安芸高田市老人保健特 

      別会計決算の認定について 

日程第８   認定第４号 平成１８年度安芸高田市介護保険特 

      別会計決算の認定について 

日程第９   認定第５号 平成１８年度安芸高田市介護サービ 

      ス特別会計決算の認定について 

日程第１０  認定第６号 平成１８年度安芸高田市公共下水道 

事業特別会計決算の認定について 

日程第１１ 認定第７号 平成１８年度安芸高田市特定環境保 

全公共下水道事業特別会計決算の認定について 

日程第１２ 認定第８号 平成１８年度安芸高田市農業集落排 

水事業特別会計決算の認定について 

日程第１３  認定第９号 平成１８年度安芸高田市浄化槽整備 

事業特別会計決算の認定について 

日程第１４  認定第１０号 平成１８年度安芸高田市コミュニ 

ティ・プラント整備事業特別会計決算の認定につ 

いて 

日程第１５  認定第１１号 平成１８年度安芸高田市簡易水道 

事業特別会計決算の認定について 

日程第１６  認定第１２号 平成１８年度安芸高田市飲料水供 

給事業特別会計決算の認定について 

日程第１７  認定第１３号 平成１８年度安芸高田市水道事業 
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決算の認定について 

◯松 浦 議 長   日程第５、認定第１号、平成１８年度安芸高田市一般会計決算の認

定についてから、日程第１７、認定第１３号平成１８年度安芸高田市

水道事業決算の認定についてまでの１３件を一括して議題といたしま

す。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議長。 

認定第１号から第１３号まで一括提案をさせていただきます。 

議案名、平成１８年度安芸高田市一般会計決算の認定についてから、 

平成１８年度安芸高田市水道事業決算の認定についてまででございま

す。 

          本案は、地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条

第４項の規定に基づきまして、監査委員の意見を付して、平成１８年

度安芸高田市一般会計決算及び各特別会計決算並びに安芸高田市水道

事業決算の認定をお願いするものでございますが、認定第１号から認

定第１３号までを一括してご説明させていただきます。 

 まず、認定第１号、平成１８年度安芸高田市一般会計決算でござい

ますが、歳入総額２２６億４，９２４万２，９５６円、歳出総額２２

３億４，１３３万８，７４４円で、差引き３億７９０万４，２１２円

となりました。 

          次に、認定第２号、平成１８年度安芸高田市国民健康保険特別会計

決算でございますが、歳入総額が３６億９，４７１万２，１０５円、 歳

出総額が３６億６，２６２万２，９９４円でございます。差引き３，

２０８万９，１１１円となりました。 

 次に、認定第３号、平成１８年度安芸高田市老人保健特別会計決算

でございますが、歳入総額が５３億７，２０７万８，８１７円、歳出

総額が５３億８，７７１万２，２４２円で、歳入歳出差引歳入不足額

が１，５６３万３，４２５円となります。このため、翌年度歳入繰上

充用金を同額の１，５６３万３，４２５円といたしました。 

 次に、認定第４号、平成１８年度安芸高田市介護保険特別会計決算

でございますが、歳入総額が３２億８，２７５万７，６８１円、歳出

総額が３１億２，９１８万８，８２０円で、差引き１億５，３５６万

８，８６１円となりました。 

          次に、認定第５号、平成１８年度安芸高田市介護サービス特別会計

決算でございますが、歳入総額が１，５７６万６，５００円、歳出総

額が１，３９６万２，９４９円で、差引き１８０万３，５５１円とな

りました。 

 次に、認定第６号、平成１８年度安芸高田市公共下水道事業特別会

計決算でございます。歳入総額４億７，６２２万９４１円、歳出総額
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が４億６，４７４万４５３円で、差引き１，１４８万４８８円となり

ました。 

 次に、認定第７号、平成１８年度安芸高田市特定環境保全公共下水

道事業特別会計決算でございます。歳入総額９億７，６５７万９，１

００円、歳出総額が９億５，５２４万２，６１６円で、差引き２，１

３３万６，４８４円となりました。 

 次に、認定第８号、平成１８年度安芸高田市農業集落排水事業特別

会計決算でございますが、歳入総額が７億６，１６６万７，８８６円、

歳出総額が７億３，９００万４，６２６円で、差引き２，２６６万３，

２６０円となりました。 

 次に、認定第９号、平成１８年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会

計決算でございますが、歳入総額が２億３，８８９万３，２２２円、

歳出総額が２億２，５８６万５３９円で、差引き１，３０３万２，６

８３円となりました。 

 次に、認定第１０号、平成１８年度安芸高田市コミュニティ・プラ

ント整備事業特別会計決算でございますが、歳入総額が９８９万７，

４７３円、歳出総額が４０６万７，９５６円で、差引き５８２万９，

５１７円となりました。 

 次に、認定第１１号、平成１８年度安芸高田市簡易水道事業特別会

計決算でございますが、歳入総額１１億７，０４６万９，７７７円、

歳出総額が１１億５，４６０万９９０円で、差引き１，５８６万８，

７８７円となりました。 

 次に、認定第１２号、平成１８年度安芸高田市飲料水供給事業特別

会計決算でございます。歳入総額１，０９９万８，７１６円、歳出総

額が１，０３８万５，５６１円で、差引き６１万３，１５５円となり

ました。 

 次に、認定第１３号、平成１８年度安芸高田市水道事業決算でござ

いますが、まず、収益的収入及び支出の決算額でありますが、収入額

２億７，６９７万６，１７１円、支出額が２億５，９７５万８１円で、

当年度の純利益は１，３０６万６，０１０円となりました。 

          そのうち、減債積立金として１００万円、建設改良積立金として１，

２００万円をそれぞれ予定しております。 

          次に、資本的収入及び支出の決算額でございますが、収入額１億３，

１６９万３，９５０円、支出額が２億２，５６２万７，２６６円で、

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額９，３９３万３，３

１６円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４１６万

８０円、当年度分損益勘定留保資金６，７４６万４，７５４円及び建

設改良積立金２，２３０万８，４８２円で補てんをしたものでござい

ます。 

          以上、１３議案につきまして、よろしくご審議を賜りたいと思いま

す。 
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○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

          この際、会計管理者から要点の説明を求めます。 

          会計管理者 立田昭男君。 

○立田会計管理者   平成１８年度安芸高田市一般会計歳入歳出の決算概要につきまして

要点のご説明を申し上げます。 

 予算規模でございますが、当初予算額は２０７億６千万円でござい

ましたが、その後８回の補正を行ない、１４億４，７００万８千円を

追加いたしまして、前年度からの繰越明許費１９億２，５４３万７千

円を含めました２４１億３，２４４万５千円をもちまして執行いたし

ました。 

          決算書の５ページをお開きください。  

 歳入の決算でございますが、予算現額は、２４１億３，２４４万５

千円でございまして、調定額２４５億４，５８１万５，２９５円に対

しまして、収入済額は、２２６億４，９２４万２，９５６円で、収納

率は９２．３％でございます。１，６２４万６，０５６円の不納欠損

処分を行い、１８億８，０５２万３，８８４円が収入未済となったと

ころでございます。 

          この収入未済額１８億８，０５２万３，８８４円の中には、繰越明

許費にかかる財源としての国県支出金３億２，８００万７千円、市債

９億８，７８０万円、その他の財源１７９万円、合わせまして１３億

１，７５９万７千円の繰越に伴う収入未済額が含まれております。 

          ７ページからの歳出の決算でございます。１１ページをお開きくだ

さい。 

          予算現額２４１億３，２４４万５千円に対しまして、支出済額２２

３億４，１３３万８，７４４円で執行率は９２．６％でございます。 

          繰越明許繰費といたしまして、１４億２，７２９万３千円を翌年度

に繰り越しております。 

          １４ページをお開きください。  

          実質収支についてでございますが、以上の結果、平成１８年度一般

会計の収支決算は、歳入総額２２６億４，９２４万３千円、歳出総額

２２３億４，１３３万９千円、歳入歳出差引額３億７９０万４千円と

なり、これを翌年度へ繰り越したところでございます。                 

          なお、実質収支額は繰越明許費にかかる、一般財源１億９６９万６

千円を差し引いた１億９，８２０万８千円の黒字となりました。 

 それでは、歳入の主なものにつきましてご説明申し上げます。１５

ページをお開きください。  

 １款の市税でございます。予算現額３３億８，３０２万２千円に対

しまして、収入済額３３億９，２１１万３，００９円で、調定額に対

します収納率は９４．８％でございます。 

 １，５６０万５，０５６円の不納欠損処分を行い、１億７，２２１

万７，４６７円が収入未済となったところでございます。 
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          １７ページをお開きください。  

          ２款の地方譲与税でございます。予算現額５億１，６８２万円に対

しまして、収入済額は５億１，６８２万７８１円でございます。 

          ３款の利子割交付金でございます。予算現額１，２１４万２千円に

対しまして、収入済額は同額でございます。 

 ４款の配当割交付金でございます。予算現額１，２００万１千円に

対しまして、収入済額は同額でございます。 

          ５款の株式等譲渡所得割交付金でございます。予算現額９４６万９

千円に対しまして、収入済額は同額でございます。 

 ６款の地方消費税交付金でございます。予算現額３億２，８２１万

５千円に対しまして、収入済額は同額でございます。 

 ７款のゴルフ場利用税交付金でございます。予算現額３，３７３万

７千円に対しまして、収入済額は３，３７３万７，３９９円でござい

ます。 

          １９ページをお開きください。 

 ８款の自動車取得税交付金でございます。予算現額１億５，８８８

万６千円に対しまして、収入済額は同額でございます。 

 ９款の地方特例交付金でございます。予算現額８，０６８万円に対

しまして、収入済額は同額でございます。 

          １０款の地方交付税でございます。予算現額９１億２，０８６万９

千円に対しまして、収入済額は同額でございます。 

          １１款の交通安全対策特別交付金でございます。予算現額７３６万

７千円に対しまして、収入済額は同額でございます。 

          １２款の分担金及び負担金でございます。予算現額３億１，７９４

万円に対しまして、収入済額は３億１，１８３万４，４４９円で、調

定額に対します収納率は９２．５％でございます。６４万１千円の不

納欠損処分を行い、２，４６１万８，０２０円の収入未済が生じたと

ころでございます。これは分担金で農林水産業費分担金のうちの農業

費分担金８０万円、災害復旧費分担金９９万円と負担金で民生費負担

金のうち、６４万１千円の不納欠損処分を行なった後の社会福祉費負

担金６７５万６，８３０円、児童福祉費負担金１，６０２万９，１９

０円、教育費負担金のうち幼稚園費負担金４万２千円がそれぞれ収入

未済となったところでございます。 

          なお、農業費分担金８０万円は繰越明許いたしました川根地区ほ場

整備事業、災害復旧費分担金９９万円は繰越明許いたしました農地災

害復旧事業及び農業用施設災害復旧事業にかかるものでございます。 

 ２１ページをお開きください。 

          １３款の使用料及び手数料でございます。予算現額３億９，３３４

万１千円に対しまして、収入済額は３億８，１１６万１，５０５円で、

調定額に対します収納率は９７．４％でございます。 

          収入未済額が１，０２９万２８４円生じております。これは使用料
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のうち市営駐車場使用料９３０円、市営住宅使用料８９７万９，３２

０円、手数料のうちし尿処理手数料１３１万３４円がそれぞれ収入未

済となったところでございます。 

          ２７ページをお開きください。 

 １４款の国庫支出金でございます。予算現額１３億４，０６２万６

千円に対しまして、収入済額は１１億６，９０８万９，０２８円でご

ざいます。 

          収入未済額１億６，２３４万２千円は繰越明許いたしました公共土

木施設災害復旧事業にかかります災害復旧費国庫負担金１億５，４８

６万２千円及び道路改良国庫補助事業にかかります土木費国庫補助金

７４８万円が収入未済となったところでございます。                

 ３１ページをお開きください。 

          一番下の１５款の県支出金でございます。予算現額２１億３，４２

７万２千円に対しまして、収入済額は１９億９，７８５万８，４２４

円でございます。 

 収入未済額１億６，５６６万５千円は繰越明許いたしました川根地

区ほ場整備事業にかかります農林水産業費県補助金４４１万６千円、

農地災害復旧事業、農業用施設災害復旧事業及び林業施設災害復旧事

業にかかります災害復旧費県補助金１億６，１２４万９千円がそれぞ

れ収入未済となったところでございます。 

          ４５ページをお開きください。 

          １６款の財産収入でございます。予算現額２，４２５万２千円に対

しまして、収入済額は２，７５２万７，３７１円で収入未済はござい

ませんでした。 

          ４７ページをお開きください。 

 １７款の寄附金でございます。予算現額１，５７６万１千円に対し

まして、収入済額は１，４４７万７，８４７円で収入未済はございま

せんでした。 

          １８款の繰入金でございます。予算現額８億６，５９５万５千円に

対しまして、収入済額は８億４，０６２万６，１６２円でございます。

老人保健特別会計を初めとする７つの特別会計からの繰入金１億９４

２万６，７９０円及び財政調整基金を初めとする１０の基金からの繰

入金７億３，１１９万９，３７２円でございます。 

          ５１ページをお開きください。 

 １９款の繰越金でございます。予算現額４億５，２８２万１千円に

対しまして、収入済額は４億５，２８２万１，６７２円でございます。 

          ２０款の諸収入でございます。予算現額２億３，７９６万９千円に

対しまして、収入済額は２億５，１９４万６，３０９円で、調定額に

対します収納率は４１．３％でございます。収入未済額が３億５，７

５９万１，１１３円生じております。 

          内訳は、貸付金元利収入のうち住宅新築資金貸付金元利収入３億４，
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２５７万６，４８９円、結婚支度資金貸付金元利収入３５９万５，０

７６円、世帯厚生資金貸付金元利収入２２万８２３円、高齢者住宅整

備資金貸付金元利収入１３７万１，３５５円、障害者住宅整備資金貸

付金元利収入３４４万６，５７２円、中小企業資金貸付金元利収入２

６１万７，１９０円、雑入３７６万３，６０８円でございます。 

          ５９ページをお開きください。 

          ２１款の市債でございます。予算現額４６億８，６３０万円に対し

まして、収入済額は３５億２，９６０万円でございます。 

          収入未済額９億８，７８０万円につきましては、繰越明許いたしま

した第２庁舎・総合文化福祉保健施設整備事業、美土里町旧本郷小学

校跡地整備事業にかかります総務債８億５，８１０万円、県営農道・

ほ場整備事業にかかります農林水産業債１，７６０万円、道路改良国

庫補助事業、地方特定道路整備事業、県委託急傾斜地崩壊対策事業に

かかります土木債１，４６０万円、農業集落排水事業特別会計繰出、

公共下水道事業特別会計繰出、特定環境保全公共下水道事業特別会計

繰出にかかります特別会計繰出債４，０１０万円、農地災害復旧事業、

農業用施設災害復旧事業、林業施設災害復旧事業及び公共土木施設災

害復旧事業にかかります災害復旧債５，７４０万円がそれぞれ収入未

済となったところでございます。 

          ６３ページをお開きください。 

          歳入合計でございます。予算現額２４１億３，２４４万５千円、調

定額２４５億４，５８１万５，２９５円、収入済額２２６億４，９２

４万２，９５６円となりました。 

          続きまして、歳出の主なものにつきましてご説明申し上げます。 

          ６５ページをお開きください。 

          １款の議会費でございます。予算現額２億１６３万円に対しまして、

支出済額１億９，７７９万９，８００円で、執行率は９８．１％でご

ざいます。 

          ２款の総務費でございます。 

          予算現額５９億２，９２１万５千円に対しまして、支出済額は５０

億１，９９４万５，２１５円で執行率は８４．７％でございます。 

 繰越明許費８億６，０２５万７千円につきましては、第２庁舎・総

合文化福祉保健施設整備事業、美土里町旧本郷小学校跡地整備事業及

び神楽門前湯治村調整池災害復旧工事にかかります工事請負費、公有

財産購入費、補償補填及び賠償金等を翌年度へ繰り越したものでござ

います。 

          ７９ページをお開きください。 

         ３款の民生費でございます。予算現額４５億５，４７５万２千円に対

しまして、支出済額４４億４，４０１万８，５０９円で、執行率は９

７．６％でございます。 

          ９１ページをお開きください。 
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 一番下にありますが、４款の衛生費でございます。予算現額１７億

２，３５０万３千円に対しまして、支出済額１６億７，６８８万１，

１０７円で、執行率は９７．３％でございます。 

 ９９ページをお開きください。 

          ５款の労働費でございます。予算現額１千円に対しまして、支出は

ございませんでした。 

 ６款の農林水産業費でございます。 

 予算現額２１億８，１９５万７千円に対しまして、支出済額２１億

４７７万４，８５６円で、執行率は９６．５％でございます。 

          繰越明許費３，８１０万円につきましては、農業集落排水事業特別

会計繰出、県営農道・ほ場整備事業及び川根地区ほ場整備事業にかか

ります工事請負費、負担金補助及び交付金、繰出金等を翌年度へ繰り

越したものでございます。 

          １０７ページをお開きください。 

          ７款の商工費でございます。予算現額１億１１万５千円に対しまし

て、支出済額９，９１５万９，９２６円で、執行率は９９．０％でご

ざいます。 

          １１１ページをお開きください。 

          ８款の土木費でございます。予算現額１８億４，７５１万８千円に

対しまして、支出済額１７億４，７９８万２，７２１円で、執行率は

９４．６％でございます。 

 繰越明許費５，２４８万１千円につきましては、道路改良国庫補助

事業、地方特定道路整備事業、県委託急傾斜地崩壊対策事業、公共下

水道事業特別会計繰出及び特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出

にかかります工事請負費、負担金補助及び交付金、繰出金等を翌年度

へ繰り越したものでございます。 

 １１７ページをお開きください。 

          ９款の消防費でございます。予算現額８億４８５万６千円に対しま

して、支出済額７億８，９１０万６，０５１円で、執行率は９８．０％

でございます。 

          １１９ページをお開きください。 

          １０款の教育費でございます。予算現額１４億２，６０９万３千円

に対しまして、支出済額１３億８，９６３万４，４８９円で、執行率

は９７．４％でございます。 

 繰越明許費１，１３４万２千円につきましては、吉田中学校屋根改

修工事にかかります工事請負費等を翌年度へ繰り越したものでござい

ます。 

 １３３ページをお開きください。 

          １１款の災害復旧費でございます。予算現額９億７，２８４万４千

円に対しまして、支出済額４億９，４６４万１２円で、執行率は５０．

８％でございます。 
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          繰越明許費４億６，５１１万３千円につきましては、農地災害復旧

事業、農業用施設災害復旧事業、林業施設災害復旧事業及び公共土木

施設災害復旧事業にかかります工事請負費等を翌年度へ繰り越したも

のでございます。 

 １３５ページをお開きください。 

 １２款の公債費でございます。予算現額４３億７，０２５万９千円

に対しまして、支出済額４３億６，４６９万８，１５０円で、執行率

は９９．９％でございます。 

 １３７ページをお開きください。 

 １３款の諸支出金でございます。予算現額１，２７６万８千円に対

しまして、支出済額１，２６９万７，９０８円で、執行率は９９．５％

でございます。 

 １４款の予備費でございます。予算現額６９３万４千円に対しまし

て支出はございませんでした。 

 １３９ページをお開きください。 

 歳出合計でございますが、予算現額２４１億３，２４４万５千円に

対しまして、支出済額は２２３億４，１３３万８，７４４円で執行率

は９２．６％でございます。 

 これからご説明申し上げます１４１ページからの１１の特別会計の

決算につきましては、各会計の収支決算の概要にとどめさせていただ

きますのでよろしくお願いします。 

 １４１ページからの平成１８年度国民健康保険特別会計の歳入歳出

決算でございます。 

 １４３ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は３８億６，０７８万３千円

で、調定額３８億４，３７５万１，７１４円に対しまして、収入済額

は３６億９，４７１万２，１０５円で収納率は９６．１％でございま 

す。 

 １，１８３万２，７５３円の不納欠損処分を行い、国民健康保険税

１億３，７７９万４，４５６円が収入未済となったところでございま

す。 

 １４７ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の３８億６，０７８万３千円

に対しまして、支出済額３６億６，２６２万２，９９４円で、執行率

は９４．９％でございます。 

 １５０ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度国民健康保険特別会計の収支決算は、歳入総額３６億９，

４７１万２千円、歳出総額３６億６，２６２万３千円、歳入歳出差引

額３，２０８万９千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したとこ

ろでございます。 

 次に平成１８年度老人保健特別会計の歳入歳出決算でございます。 
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 １７１ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は５５億９，７３６万２千円

で、調定額５３億７，２０７万８，８１７円に対しまして、収入済額

は５３億７，２０７万８，８１７円で収納率は１００％で収入未済は

ございませんでした。 

 １７３ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の５５億９，７３６万２千円

に対しまして、支出済額５３億８，７７１万２，２４２円で、執行率

は９６．３％でございます。  

 １７６ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度老人保健特別会計の収支決算は、歳入総額５３億７，２

０７万９千円、歳出総額５３億８，７７１万２千円、歳入歳出差引額

１，５６３万３千円の歳入不足となり、翌年度歳入からの繰上充用金

１，５６３万３千円によりまして決算したところでございます。 

 次に１８５ページからの平成１８年度介護保険特別会計の歳入歳出

決算でございます。 

 １８７ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は３２億８，０６７万２千円

で、調定額３２億９，２５５万５，５７３円に対しまして、収入済額

は３２億８，２７５万７，６８１円で収納率は９９．７％でございま

す。 

 収入未済額８０８万４，２２０円は２３７万８，１３２円の不納欠

損処分を行った後の介護保険料７１２万４，２２０円及び繰越明許い

たしました介護保険システム改修事業にかかります国庫補助金９６万

円がそれぞれ収入未済となったところでございます。 

 １９１ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の３２億８，０６７万２千円

に対しまして、支出済額３１億２，９１８万８，８２０円で、執行率

は９５．４％でございます。 

 繰越明許費４０３万２千円につきましては、介護保険システム改修

事業にかかります委託料を翌年度へ繰り越したものでございます。 

 １９４ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度介護保険特別会計の収支決算は、歳入総額３２億８，２

７５万８千円、歳出総額３１億２，９１８万９千円、歳入歳出差引額

１億５，３５６万９千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したと

ころでございます。 

 なお、実質収支額は繰越明許費にかかる一般財源３０７万２千円を

差し引いた１億５，０４９万７千円の黒字となりました。 

 次に平成１８年度介護サービス特別会計の歳入歳出決算でございま

す。 

 ２１５ページをお開きください。 
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 歳入の決算でございますが、予算現額は１，６５８万２千円で、調

定額１，５７６万６，５００円に対しまして、収入済額は１，５７６

万６，５００円、収納率は１００％で収入未済はございませんでした。 

 ２１７ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の１，６５８万２千円に対し

まして、支出済額１，３９６万２，９４９円で、執行率は８４．２％

でございます。 

 ２２０ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度介護サービス特別会計の収支決算は、歳入総額１，５７

６万７千円、歳出総額１，３９６万３千円、歳入歳出差引額１８０万

４千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したところでございます。 

 次に平成１８年度公共下水道事業特別会計の歳入歳出決算でござい

ます。 

 ２２５ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は５億１，７９０万６千円で、

調定額５億２，１４８万５，０５６円に対しまして、収入済額は４億

７，６２２万９４１円で収納率は９１．３％でございます。 

 収入未済額４，５１８万９，１１５円は、７万５千円の不納欠損処

分を行った後の加入者分担金２１９万５千円、下水道使用料１４万４，

１１５円、繰越明許いたしました吉田処理区公共下水道整備事業にか

かります国庫補助金１，５９５万円、一般会計繰入金７２０万円、市

債１，９７０万円がそれぞれ収入未済となったところでございます。 

 ２２７ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の５億１，７９０万６千円に

対しまして、支出済額４億６，４７４万４５３円で、執行率は８９．

７％でございます。 

 繰越明許費４，８４０万８千円につきましては、吉田処理区公共下

水道整備事業にかかります委託料、工事請負費、補償補填及び賠償金

等を翌年度へ繰り越したものでございます。 

 ２３０ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度公共下水道事業特別会計の収支決算は、歳入総額４億７，

６２２万１千円、歳出総額４億６，４７４万円、歳入歳出差引額１，

１４８万１千円となり、これを翌年度へ繰り越したところでございま

す。 

 なお、実質収支額は繰越明許費にかかる一般財源５５５万８千円を

差し引いた５９２万３千円の黒字となりました。 

 次に平成１８年度特定環境保全公共下水道事業特別会計の歳入歳出

決算でございます。 

 ２３９ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は１０億８，６５８万１千円

で、調定額１０億８，９３７万３，２１８円に対しまして、収入済額
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は９億７，６５７万９，１００円で収納率は８９．６％でございます。 

 収入未済額１億１，２７３万３，７６９円は、６万３４９円の不納

欠損処分を行った後の下水道使用料６８万３，７６９円、繰越明許い

たしました八千代処理区特定環境保全公共下水道整備事業及び甲田処

理区特定環境保全公共下水道整備事業にかかります国庫補助金５，１

１５万円、一般会計繰入金２，１８０万円、市債３，９１０万円がそ

れぞれ収入未済となったところでございます。 

 ２４１ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の１０億８，６５８万１千円

に対しまして、支出済額９億５，５２４万２，６１６円で、執行率は

８７．９％でございます。 

 繰越明許費１億２，３７２万１千円につきましては、八千代処理区

特定環境保全公共下水道整備事業及び甲田処理区特定環境保全公共下

水道整備事業にかかります委託料、工事請負費、補償補填及び賠償金

等を翌年度へ繰り越したものでございます。 

 ２４４ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度特定環境保全公共下水道事業特別会計の収支決算は、歳

入総額９億７，６５７万９千円、歳出総額９億５，５２４万３千円、

歳入歳出差引額２，１３３万６千円となり、これを翌年度へ繰り越し

たところでございます。 

 なお、実質収支額は繰越明許費にかかる一般財源１，１６７万１千

円を差し引いた９６６万５千円の黒字となりました。 

 次に平成１８年度農業集落排水事業特別会計の歳入歳出決算でござ

います。 

 ２５３ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は８億２，９９７万３千円で、

調定額８億３，３９２万６０１円に対しまして、収入済額は７億６，

１６６万７，８８６円で収納率は９１．３％でございます。 

          収入未済額７，２１５万２，７１５円は、１０万円の不納欠損処分

を行った後の加入者分担金７５万１千円、下水道使用料１１２万７１

５円、繰越明許いたしました下水道減債基金積立及び入江地区農業集

落排水整備事業にかかります県補助金３，００８万１千円、一般会計

繰入金１，１１０万円、市債２，９１０万円がそれぞれ収入未済とな

ったところでございます。 

 ２５５ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の８億２，９９７万３千円に

対しまして、支出済額７億３，９００万４，６２６円で、執行率は８

９．０％でございます。 

 繰越明許費８，１９３万８千円につきましては、下水道減債基金積

立及び入江地区農業集落排水整備事業にかかります委託料、工事請負

費、補償補填及び賠償金、積立金等を翌年度へ繰り越したものでござ
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います。 

 ２５８ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度農業集落排水事業特別会計の収支決算は、歳入総額７億

６，１６６万８千円、歳出総額７億３，９００万５千円、歳入歳出差

引額２，２６６万３千円となり、これを翌年度へ繰り越したところで

ございます。 

 なお、実質収支額は繰越明許費にかかる一般財源１，１６５万７千

円を差し引いた１，１００万６千円の黒字となりました。 

 次に平成１８年度浄化槽整備事業特別会計の歳入歳出決算でござい

ます。 

 ２６７ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は２億３，０３０万５千円で、

調定額２億３，９４４万８，６６３円に対しまして、収入済額は２億

３，８８９万３，２２２円で収納率は９９．８％でございます。 

 収入未済額５５万５，４４１円につきましては浄化槽使用料５５万

５，４４１円が収入未済となったところでございます。 

 ２６９ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の２億３，０３０万５千円に

対しまして、支出済額２億２，５８６万５３９円で、執行率は９８．

１％でございます。 

 ２７２ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度浄化槽整備事業特別会計の収支決算は、歳入総額２億３，

８８９万３千円、歳出総額２億２，５８６万１千円で、歳入歳出差引

額１，３０３万２千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したとこ

ろでございます。 

 次に平成１８年度コミュニティ・プラント整備事業特別会計の歳入

歳出決算でございます。 

 ２８１ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は８４４万７千円で、調定額

９８９万７，４７３円に対しまして、収入済額は９８９万７，４７３

円で収納率は１００％で収入未済はございませんでした。 

 ２８３ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の８４４万７千円に対しまし

て、支出済額４０６万７，９５６円で、執行率は４８．２％でござい

ます。 

 ２８６ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度コミュニティ・プラント整備事業特別会計の収支決算は、

歳入総額９８９万７千円、歳出総額４０６万８千円で、歳入歳出差引

額５８２万９千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したところで

ございます。 

 次に平成１８年度簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算でございま
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す。 

 ２９１ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は１１億７，２６３万２千円

で、調定額１１億７，６９３万１，６３１円に対しまして収入済額は

１１億７，０４６万９，７７７円で収納率は９９．５％でございます。 

 収入未済額６４６万１，８５４円につきましては、水道使用料６４

６万１，８５４円が収入未済となったところでございます。 

 ２９３ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の１１億７，２６３万２千円

に対しまして、支出済額１１億５，４６０万９９０円で、執行率は９

８．５％でございます。 

 ２９６ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度簡易水道事業特別会計の収支決算は、歳入総額１１億７，

０４７万円、歳出総額１１億５，４６０万１千円、歳入歳出差引額１，

５８６万９千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したところでご

ざいます。 

 次に平成１８年度飲料水供給事業特別会計の歳入歳出決算でござい

ます。 

 ３０７ページをお開きください。 

 歳入の決算でございますが、予算現額は１，０８５万８千円で、調

定額１，１００万３，２３６円に対しまして、収入済額は１，０９９

万８，７１６円で収納率は９９．９６％でございます。 

 収入未済額４，５２０円につきましては、水道使用料４，５２０円

が収入未済となったところでございます。 

 ３０９ページをお開きください。 

 歳出の決算でございますが、予算現額の１，０８５万８千円に対し

まして、支出済額１，０３８万５，５６１円で、執行率は９５．６％

でございます。 

 ３１２ページの実質収支でございますが、以上の結果によりまして、

平成１８年度飲料水供給事業特別会計の収支決算は、歳入総額１，０

９９万９千円、歳出総額１，０３８万６千円、歳入歳出差引額６１万

３千円の黒字となり、これを翌年度へ繰り越したところでございます。 

 ３１７ページ以降につきましては、公有財産、物品、債権、基金等

の財産に関する調書でございます。 

 以上で要点の説明を終わります。 

よろしくお願い申し上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

          次に本１３件に関して、監査委員の審査意見についての説明を求め

ます。 

          監査委員 上國英登さん。 

○上國監査委員   議長。 
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初めに、平成１８年度安芸高田市各会計歳入歳出決算に関する審査

意見について、ご報告申し上げます。 

地方自治法第２３３条第２項の規定により、本年７月２７日付で安

芸高田市長から審査に付された、平成１８年度安芸高田市一般会計及

び１１特別会計の歳入歳出決算について、７月２７日から８月２２日

までの期間、田中監査委員とともに、例月出納検査及び定期監査を参

考に、安芸高田市監査委員監査基準に基づいて審査を実施いたしまし

た。 

審査は、決算及び附属書類について、計数を確認するとともに、予

算の執行が合法的になされているか、また、その会計処理が適正確実

に行われたかどうかを主眼として行うとともに、普通会計による決算

財政状況についても検討を行いました。 

審査の結果、平成１８年度各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、

実質収支に関する調書及び財産に関する調書は、いずれも関係法令に

基づいて作成されており、かつ、それらの計数は関係諸帳簿及び証書

類と符号して正確であることを認めました。 

また、各会計の歳入歳出予算の執行状況及び財産の管理状況につい

ても、おおむね適正であると認めました。 

なお、決算の概況、各会計の状況、財産に関する調書及び審査に当

たっての意見は、お手元に配付されております意見書に記載しており

ますが、特に意見としては、実質公債費比率の上昇にみられる公債費

負担の抑制、増加する滞納金に対する効果的な回収対策の取組み、及

び行政改革を進めるうえで有効な行政評価システムの早期確立と効果

的な運用について述べさせていただきました。 

終わりに、このたびの平成１８年度一般会計及び特別会計決算審査

につきましては、審査の成果や課題をこれからの施策により反映させ

ていくという本市の方針を受けて、従来よりも時期を２カ月余り早く

実施させていただきました。 

本庁の行政機能が集約される新たな庁舎の完成も間近となり、市民

の行政への期待と関心はますます大きくなると考えられます。行財政

経営の視点に立って、行政組織や運営の効率化を一段と図り、財政の

健全化を進めながら、質の高い効果的な行政サービスを提供されるよ

う要望いたします。 

続いて、平成１８年度安芸高田市水道事業の決算に関する審査意見

につきまして、ご報告申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、本年６月１４日付で

安芸高田市長から審査に付された、平成１８年度安芸高田市水道事業

の決算について、７月５日から８月２２日までの間、田中監査委員と

ともに、安芸高田市監査委員監査基準に基づいて審査を行いました。 

 審査は、決算及び付属書類について、計数の正確性を検証するとと

もに、関係法令に準拠して作成され、事業の経営成績及び財政状態を
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適正に表わしているかどうかを主眼として行いました。 

 また、事業が経済性を発揮し、公共の福祉を増進するよう経営され

ているかどうかを検証するため、経営成績及び財政状態を分析すると

ともに、経営環境の類似した団体との比較・検討を行いました。 

 審査の結果、審査に付された決算及び付属書類は、それぞれ関係法

令に準拠して適正に作成されており、その計数は正確で、当年度の経

営成績及び当年度末の財政状態を明確に表示しているものと認めまし

た。 

また、経営の成績や財務の状態を経営指標によって分析したところ、

特に問題点は見られませんでした。 

 なお、事業の実績、予算執行の状況、経営成績及び財政状態などは、

お手元に配付されております意見書に詳しく述べております。 

 終わりに、少子高齢化の進展や、節水意識の高まりによって、水需

要の大幅な伸びが期待できない一方で、施設の老朽化に伴う修繕や更

新などに経費の増加が見込まれるなど、水道事業を取り巻く環境は、

今後、厳しいものとなっております。 

平成１７年度から策定に着手されていた、安芸高田市水道事業中期

経営計画が平成１８年度に完了し、経営の基本方針や効率的な経営の

具体策、水道料金水準の算定などが示されました。今後は、この計画

をよりどころとして、事業の公益性を確保しながら、経済性を最大限

に発揮されることを期待して決算審査意見の報告とさせていただきま

す。 

○松 浦 議 長   お諮りいたします。 

本１３件は、質疑を省略したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

よってさよう決定されました。 

   お諮りいたします。 

   本案１３件については、議長及び監査委員を除く議員１９名で構成

する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査に付すること

にいたしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

          よってさよう決定をいたしました。 

          この際、休憩をとらせていただきます。１１時４５分まで休憩とい

たします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １１時２７分 休憩 

午前 １１時４５分 再開 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   それでは再開をいたします。 

この際、休憩中に決算審査特別委員会の正副委員長が決定され、通

知がありましたので、報告いたします。 

委員長、１６番 山本三郎君。副委員長、１番 明木一悦君。 

以上でございます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１８  議案第６５号  安芸高田市の花及び安芸高田市の 

木の指定について 

日程第１９  議案第６６号  安芸高田市営駐車場設置及び管理 

条例 

日程第２０  議案第６７号  安芸高田市まちづくり支援センタ 

ー設置及び管理条例 

日程第２２  議案第６９号  芸北広域市町村圏振興協議会の廃 

止について 

◯松 浦 議 長   この際、日程第１８、議案第６５号、安芸高田市の花及び安芸高田

市の木の指定についての件から日程第２０、議案第６７号、安芸高田

市まちづくり支援センター設置及び管理条例まで、及び日程第２２、

議案第６９号、芸北広域市町村圏振興協議会の廃止についての４件を

一括して議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議長。 

議案第６５号から６７号また６９号について、一括提案の説明をさ

せていただきます。 

 まず、議案第６５号、安芸高田市の花及び安芸高田市の木の指定に

ついてでございます。 

 本案は、安芸高田市の花にアジサイ、安芸高田市の木に桜を指定す

るため、議会の議決を求めるものでございます。 

 合併協定により、合併後、新市で定めることとされておりましたこ

の案件につきましては、たびたび議会においても質疑がなされる中、

市民相互の一体感の醸成を図るため、早期制定を望む声がございまし

た。 

 このたび、合併４年目を迎えることと、第２庁舎及び総合文化保健

福祉施設が竣工することを一つの機会ととらまえ、この間、制定に向

け準備をしてまいったところでございます。 

 具体的には、年度当初、民間の１１名の委員による選考委員会を立

ち上げると同時に、広く市民の皆さんから公募を受けるという形で作

業を進めてきたところでございます。 

 結果としましては、去る８月２７日に委員会から答申を受け、市の
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花にアジサイ、市の木に桜という結論をいただきました。 

 このことは、推薦をいただいた多くの皆さんの意見が反映できてい

ることと、選考委員会において慎重かつ真剣に審議をいただいた結果

であることを踏まえると、答申どおり指定することが、安芸高田市に

とって最もふさわしいものであると判断をしたものでございます。 

続きまして議案第６６号、安芸高田市営駐車場設置及び管理条例に

ついてでございます。 

 本案は、甲田町及び向原町にそれぞれ設置しておりました市営駐車

場の設置及び管理条例を廃止し、美土里町及び高宮町の高速バス停留

所駐車場を加え、これらを統合した施設の設置及び管理条例を、新た

に制定するものでございます。 

なお、条例制定に合わせ駐車場使用料金の統一と管理運営方法を整

理することにしております。 

続きまして議案第６７号、安芸高田市まちづくり支援センター設置

及び管理条例についてでございます。 

本案は、１１月に供用開始となる総合文化保健福祉施設の１階中央

部分に、住民自治活動を支援し、参加と協働によるまちづくりを推進

するための安芸高田市まちづくり支援センターを設置するため、必要

な条例を制定するものでございます。 

 次に、議案第６９号、芸北広域市町村圏振興協議会の廃止について

でございます。 

 本案は、広域行政圏の振興整備を推進することを目的に整備された

法定協議会の解散について、議会の議決を求めるものでございます。 

芸北広域市町村圏振興協議会は、昭和４５年に旧高田郡、山県郡の

１３町村の加入によって設立されたものでございますが、現在では平

成の合併により１市２町に再編されました。こうした状況の中で、広

域行政圏が本来持つ存在意義が気薄になっており、去る７月１２日の

協議会総会において協議した結果、廃止について合意をしたところで

す。 

なお、今後の圏域の連携につきましては、これまでと同様に３市町

と芸北地域事務所をもって、広域的な行政課題に対応していくことを

確認しており、以上のことから、地方自治法第２５２条の６の規定

により、芸北広域市町村圏振興協議会を廃止することについて、議

会の議決を求めるものです。 

 以上、４議案について、よろしくご審議のうえ、適当なるご議決を

いただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑ないようでございますので、これをもって質疑を終結いたしま
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す。 

          本４件は、総務企画常任委員会に付託をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２１  議案第６８号  工事請負契約の変更について【安 

芸高田市第２庁舎・総合文化保健福祉施設（仮称） 

建設工事】 

◯松 浦 議 長   日程第２１、議案第６８号、工事請負契約の変更について、安芸高

田市第２庁舎・総合文化保健福祉施設（仮称）建設工事を議題といた

します。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第６８号、工事請負契約の変更についてでございます。 

 本案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得及び処分に関す

る条例、第２条に基づきまして、平成１８年３月２４日の第１回定例

会において、議案第６６号で議決をいただきました、安芸高田市第２

庁舎・総合文化保健福祉施設（仮称）の建設工事請負契約を変更する

ことについて、議会の議決を求めるものでございます。 

 変更箇所については、今までもたびたび報告をしてきたとおりでご

ざいますが、今回、建設と請負契約変更をお願いする議案でございま

す。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

          この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは、お手元にお配りをしております、工事請負契約の変更に

ついてという資料をお開きをいただきたいと思います。 

          それに基づいてご説明を申し上げます。 

          開いてみまして１ページであります。契約の変更につきまして、新

旧の対照表を載せております。傍線の部分が変更をするものでござい

ます。変更内容につきまして２点ありまして、第１点は、３番目に掲

げております、契約の金額でございます。変更前が３３億７，８９０

万円でしたけども、今回変更後で３４億３，１００万１千円に変更す

るものであります。 

          次に変更の契約の相手方でございますけども、共同企業体の代表者

であります前田建設工業株式会社の中国支店長が、武田豊氏から青木

敏久氏に変更になりましたので、したがいまして、共同企業体の代表

者を変更するものでございます。 

          変更金額にかかわります工事の変更でございますけども、２ページ

から３ページの方で、それぞれ主要な部分について、変更の事項並び

にその理由についてお示しをしております。 
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          その変更後の内容もそれぞれ冒頭に１番から１６番まで番号を記し

ておりますが、その番号に対応して４ページ以降の図面の中に変更の

場所を図示しておりますので、ご覧をいただきたいと思います。 

          以上で説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上で要点の説明を終わります。 

          お諮りいたします。 

          本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

   これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   ２点についてお伺いしたいと思いますが、１点はこれに関係する、

この第２庁舎・文化センターの関係する工事費が総額で４０億という

枠を決めてこれまでやってきたと確認をしておりますが、この枠の中

にほかのことも含めて、入る予定でこういう変更金額になっておると

思いますが、これの確認を１点。 

          もう１点は、こういう内容についてそれぞれ内訳の理由というのも

ありますけど、個々の金額というのが、全くわからないのです。これ

の個々の金額についての提示というのはなされないのですか。この２

点についてお伺いいたします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   まず全体の工事費でございますが、当初４０億以内におさめていく

ということを目標に工事を施工してまいりました。 

          工事請負費でございますけども、本企業体に変更を含めまして、設

定金額は先ほどお示ししました３４億余りでございます。そのほかに

キュービクルの施設工事等々、さらには太陽光のシステム等々、もろ

もろの工事をしております。その工事が現在の段階で一部今、有線で

あります電話の工事等もございますので、若干残っておるという部分

もございますけども、現在の段階で３６億９，７８４万３，７１０円

を見込んでおるものであります。 

          業務委託の関係でございますけども、実施設計費、施工管理費、そ

れから太陽光等の設計業務、施工管理、それから周辺のもろもろの事

業等の関係につきまして、１億２，２９５万７，０５０円とこういっ

た金額で現在予定をしているところでございます。 

          次に用地補償につきましては、駐車場の用地、それから補償等ござ

いますけども、合わせまして２億５，０７１万９，６１７円を現在予

定をしています。 
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          以上で合わせまして、４０億５千万程度、補償費等も含めてその程

度に現在おさまっています。以上でございます。 

          次に内訳の理由になります、個々の金額でございますけども、概算

の金額でご報告申し上げたいと思いますが、１番に地盤改良の工法変

更、これは６００万程度。それから２番目の消防署側等の山留工事、

これが８５０万程度。それから３番目の総合文化保健福祉施設の鉄骨

工事の追加が１千１００万程度。それからＯＡフロアの追加が３５０

万程度。それから既設の移動書庫の、追加をしておりますけどもこれ

が３２０万程度。それから副市長室の増設が８０万程度。それから第

２庁舎１階間仕切りの新設が５０万程度。それから図書館、いくつか

変更をしておりますけども、これが合わせまして２２０万程度。９番

目の荷捌き用プラットホームの変更が４０万。それから和室の畳の数

の増ですが、これが１００万程度。それから設備・内装等の変更でご

ざいますけども、これが５００万程度。それから洗車場の新設でござ

いますが、これが１００万程度。それから１３番の第１庁舎の不要な

機械設備の撤去等が３５０万程度。それから回転扉の廃止、これは１

４０万、これは減です。それから１５番目に消防署側の目隠しフェン

スの廃止、これが２００万の減であります。その他でございますが、

小さいのがいろいろございまして、それの合わせましたものが、７９

０万程度であります。 

          以上で５，２１０万１千円いう金額をはじいております。 

          以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          なお、質疑の途中でございますが、この際、１３時まで休憩をとら

せていただきます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時０５分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは時間が参りましたので、休憩前に引き続き会議を再開いた

します。 

          ほかに質疑ございませんか。 

◯熊 高 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

◯熊 高 議 員   先ほどご答弁いただきましたけども、４０億５千万という最終的に

数字があったと思いますが、これは委員会の中で論議してきた、いわ

ゆる第２庁舎・文化センターに関係はしているというような枠でやる

というようなご答弁があったようですけども、その枠の意味でお尋ね

をしましたので、今の駐車場とかそういったものは、４０億の枠の外

にある数字も一緒に入れて４０億５千万ということで、あえて４０億

もあったよというのを４０億５千万という答弁をされたのでは、委員
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会で何を議論してきたのか、そこらはよく整理をされてご答弁をいた

だきたいことが１点。 

          最終的に関連してお伺いしているというのは、第１分庁舎等の改修

が、７千万という数字だったと思いますが、そこらが関連していると

いうことで、委員会の議事録を見ても、確かに非常にあいまいな形で

終わっているものもあるのです。そこらをこの際、明確に整理をして

おいてほしいということを再度お尋ねしたいと思います。 

          それともう１点。変更事項の内容で３の総合文化保健福祉棟鉄骨工

事の追加ということで、県の建築確認に伴う指導により鉄骨工事を追

加したということですが、これは当然プロの設計者がお金を払って設

計をし、それに基づいて工事を施工してきた経緯の中で、この部分に

ついて県の指導があったという形で追加というのは、その前の設計事

態がどういう形で確認をしてきたのかということになります。設計者

は設計者としてきちんとして設計した上で、請負の内容を決めてきて

いるわけですから、県の仕事がずれ込うもうが、ある程度の中身につ

いては当然把握をして、設計をするというのがプロの設計会社の仕事

というように思うのです。それに基づいて設計会社の方にお金を払っ

ているわけですから。そういうところの経緯を再度説明をいただきた

いと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   先ほどは第２庁舎・総合文化保健福祉施設にかかわる総事業費をご

報告申し上げましたけども、議員ご指摘のとおり、コンペの実施要領

で４０億という規定をしておりますけども、それは解体工事、現庁舎

の改築費及び消費税を含むということの中で４０億ということでござ

います。 

          その分について申し上げますと、工事の請負費これが契約分が３３

億７，８９０万円、それで追加が現在５，２１０万１千円。太陽光の

工事が８，６７２万５千円。そして保健センターの現第１分庁舎の改

修工事として、いわゆる７，０３５万というのが該当する数字でござ

います。これを合わせますと、３５億８，８０７万６千円という数字

でございますので、４０億を大幅に下回った金額で現在執行できてお

るということでございます。 

          次に保健センターの関係でございますけども、今申し上げましたよ

うに７，０３５万いう数字を上限として、現在設計にあたっておると

ころでございます。 

          次に説明資料の２ページ、建設工事変更事項の３番目に総合文化保

健施設棟の鉄骨工事の追加でございます。建物の強度につきましては、

当然合格しているわけでございますけども、最上階にダクト等を置く

ということになっておりました。このダクトの工事をする上で、さら

にそのダクトの維持管理を今後していく必要がございますので、鉄骨
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を敷設をすることによって、工事の安全並びに維持管理のときの利便

性を図っていく。こういったことで、この鉄骨工事をした方がよいで

あるという意見のご指導もいただきまして、したがって工事をしたと

いうことであります。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          熊高議員よろしいですか。 

◯明 木 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

◯明 木 議 員   今の３番の、２ページの３番の鉄骨工事に関してですけど、今の必

要で追加するようにしたという、これは県の指導によりということに

なっておりますけど、設計段階でその設計計算書なんかも、もう既に

ダクトを付けるということは、最初からあったと思うのです。その中

で、その設計計算書においては、これは問題なかったのか。また、建

築確認の指導というのは、これはどういう指導なのか。どうしても付

けろということなのであるか。その計算の上で必要性があるのかない

のか。そのあたりもう少し答弁いただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   議長。 

          鉄骨工事の追加の関係でございますけども、構造上何ら問題はない

と聞いています。ただ先ほど言いましたように工事を施工する、そう

いった安全性の問題、さらには維持管理を行おうとしておるわけです

けども、それの維持管理上の安全、また利便性を高めていくというこ

との中で、そういった工事をした方がいいだろうという指導をいただ

いて、追加をしたということでございます。構造上何ら問題があった

わけではございません。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          １番 明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。 

今の答弁で、やはり今回は、先日の委員会でも話をさせていただい

たと思いますけど、やはり安全性という部分で、設計上いろいろと問

題があったのではないかなというふうに考えます。この間の、階段の

下の、委員会でもありましたけど、階段の下の方のエッチ鋼がむき出

しになっているとか、今回のことについても設計上で安全性、利便性

を高めるということですけど、ほかにこういうことがあるのでしょう

か。 

今はない、検査をしているというふうに言われると思いますけど、

これはもし出てくるようであれば、やはりそのあたりは設計責任とい

うのも考える必要があるのではないかなと考えますけど、そのあたり

はいかがでしょうか。 
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◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   現在の段階で議会でもご指摘がございました、２階へ上がる階段の

下のエッチ鋼がむき出しになっている。それから職員から一部指摘が

ございまして、１階から２階へ行く階段のちょうど上がり小口といい

ますか、上がる側のステップが、手すりがついておりますが、そこの

構造の問題。それから３階だったと思いますけども、教育委員会側の

方からホールの方、強化ガラスで上にステンのバーを付けた、いわゆ

る防護の壁でございますけども、これも構造上問題はございませんけ

ども、少し揺れがあるということで、不安感を与えるということがご

ざいましたので、それを止めるというふうな、数点については指摘も

職員からございましたので、そういったことについては、再度整理を

するように指導をしたところであります。それ以外については、現在

のところ職員の方からも、いわゆるそこで日常的に住民の皆さんと接

するという目線でチェックを入れるようにしておりますけども、現在

の段階で伺っているものはございません。 

          また工事の施工の段階で、安全性の問題において協議したことはご

ざいません。 

          以上であります。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑はございませんか。 

◯山 本 議 員   はい。 

◯松 浦 議 長   １６番 山本三郎君。 

◯山 本 議 員   はい。 

          先ほどからいろいろ内容について質問をしておりますけど、私も工

事変更機構などの１番についてちょっとお尋ねしたいと思います。 

          地盤改良の工法変更となっておりますけども、この土質調査という

のは、かなり私らはここを見たときにやっておられたと思います。そ

うしたことにおいて地盤の部分的なスタイルというところが判明して、

それに対しての６００万余りの金額で、補正を組んでもらいたいとい

うことでしょうけど、業者は大体どういう責任感覚を持っているのだ

ろうかと思います。 

例えばそれぞれの家庭で、家の工事をする、家を建てるとか何とか

する場合に、やっぱり多少の予算よりはどうしてもオーバーする場合

もあることはわかるのですが、これらははっきり申し上げまして、当

初から地盤調査をしっかりされておる段階で、こういうことが部分的

に出たということで、追加を見てくださいというようなことで、その

責任感覚はどのようにとらえているか、そういうことに対して執行部

は業者とどのような話し合いをされたのか、そこらの点をお聞きした

いと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 
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          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   まず土質調査でございますが、これは実施設計とは切り離しまして、

専門のそうした土質を調査する会社に業務を委託するわけであります。

その土質調査に基づきまして、設計会社の方が設計をしていくという

形になります。 

          では今回の土質調査はどのようにしたかというところでございます

けども、今回該当しました、総合文化保健福祉施設の方でいいますと、

いわゆる広銀と消防署のちょうど間の境の一番北東側、それから一番

反対側は庁舎側、ちょうど真ん中の建物のちょうど真ん中の、いわゆ

る北東側とそれから庁舎側、そして新町１号線、いわゆるＤＥＯＤＥ

Ｏ側の方の一番端の方、そして広島側の一番端の、この４カ所を実は

土質調査でボーリングをしたと思います。それに基づいて実は設計を

組んでいただいたわけでありますけども、ちょうど土質のいわゆる支

持基盤が弱いというのは、消防の裏の方でございまして、そこはボー

リングのポイントでなかったということと重なって、実際掘削をして

支持基盤がそれだけの強度を持っているかどうかと、いう調査をした

結果、不十分であるという結論に達しまして、そのことによりまして、

設計の変更をかけ変更に向いてそのような措置をとったということで

ございますので、経過等含めてご理解いただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １６番 山本三郎君。 

◯山 本 議 員   いろいろ説明を聞きましたけど、委託業者が調査をしてそれを設計

の段階で今度前田建設工業と砂原組、山陽工業が共同企業体で工事を

してきたというわけですけど、やはり今の２番目にあたるのです。消

防署側の山留工事の実施、これらは一般に関連したようなことで説明

を受けましたが、いずれにしましても、こういう大事な問題が、この

追加の金額が出てきたということは、業者としてもある程度最初に地

盤調査をして、ここはどうなのかというぐらいのことは、およそ検討

はつくと思います。そんなに１００メートルも２００メートルも離れ

ているところはないですから。そうしたことを考えたときに、私はこ

の１番と２番というものについては、もっと業者の責任というものを

しっかり追求していただきたい。同時に、これは今日本会議で内容説

明をして、議題を議決に持ってく段階になっておりますけども、この

ものを大体、第２庁舎特別委員会が設置をされている中で、これだけ

の５千２００万余りの追加が出るような段取りになったときに、執行

部はせっかく特別委員会ができている中で、前回特別委員会がありま

したときには、本会議を予定しているからということで、内容につい

てもいろいろ詳しい協議は本会議でしていきたいということでありま

したので、今日を迎えているわけですが、もっと親切身のある特別委

員会へ向かっていく段取りがあったのではないかと、今になると我々

は少し執行部に対して疑念を持っております。 
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          いずれにいたしましても、こういう５千２百万となる追加というこ

とで、納得のできる部分とそうでない部分とが、いろいろそれぞれ、

私は持っており、議員の方も多分あると思いますが、１番２番につい

てはもっと業者へしっかりと、安芸高田市は何ぼでもお金があるわけ

ではないですから、やっぱり責任感覚というものを持っていただいた

交渉の上において、この追加を出していただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   まず説明資料の関係で地盤改良の工法の変更、それから山留工事の

関係ですが、先ほど申し上げましたように、この設計を組むに当たり

ましては、土質を、先ほど言ったようにコンサルタントに、ボーリン

グを行わせ、そしてその資料をもとに設計を組ませていったというこ

とで、これが今の総合文化保健福祉施設と申しますと、先ほどご説明

しましたように、こちら側が国道側で、こちら側が現在の庁舎である、

ちょうどこの対角にいわゆるボーリングを打っています。そして、土

質の状況を把握して設計をしているという形になるわけですが、実は

ここの部分が、たまたまと言ったら大変語弊があるかもしれませんけ

ども、ちょうど要するにこういったところは一番外れたここの部分で、

いわゆる土質が悪いということが掘削後、明らかになったということ

でございますので、その点につきましては、土質調査をもう少し丁寧

に何カ所もやらなかったかということでございますけども、通常はこ

のぐらいの面積のものであれば、その程度で土質がどうであるかとい

うことを調査するものなので、そこについてはご理解をいただきたい

と思います。 

          それから変更事項のことでございますけども、実は特別委員会が開

催される、工事に取り掛かります、その後進捗の状況の中で、折々に

特別委員会を開催をしていただきましたが、その段階で重要な変更に

ついては金額については精査していく必要がございますので、それま

では申し上げませんでしたけども、地盤の改良につきましても、山留

の方につきましても、ＯＡフロアの追加等々につきましても、それは

それぞれの委員会のときに、ご説明を申してきたと思っております。 

          今回最終的という中で、この間の特別委員会の中では、ご報告申し

上げなかったものもいくつかありますけども、大方のものについては

やはりご説明を申し上げてきた。そのいわゆる集大成といいますか、

まとめたものが今回の変更ということでございますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質問はありませんか。 

          １２番 青原敏治君。 

◯青 原 議 員   はい。 

          先ほど熊高議員さんも言われましたが、私も特別委員会の中で、４
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０億という話をしています。それで市長さんのお答えは、総事業費に

ついては４０億以内で完成させますと、いうことを言い切っておられ

るのです。 

先ほど田丸部長の説明にもありましたが、今聞いてみれば３５億ぐ

らいでできているのではなかろうかというふうなことを言われました

が、私で見れば、やはり第２庁舎・文化総合福祉センター等々の関係

した事業費、全体で何ぼになるかというのを市長さんにお聞きしたら、

４０億以内ではおさめますということを聞いていますが、そこらの認

識がどうなのだろうかという思いがしていますが、そこをもう少し詳

しく説明をいただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   最初４０億のいわゆる定義、どこまでを４０億とするのかというこ

とで、この間コンペをさせていただきましたけども、その変更以降少

しそれぞれの理解にいろいろ幅ができてきたことが、私どもとしても

あるのかなという気がしております。 

          コンペのときに実施要領ということで、皆さん方にも協議をして、

ご確認をいただいたわけでありますけども、その中で設計条件という

ものがございまして、どういう機能と設計条件ということで、いわゆ

る行政の事務をする部分、それから議会に必要な機能、それから生涯

学習等々のそういった機能を要約し、そして設計の状況としては、現

在に至ったいろいろなことを定義をしております。 

          この設計条件をいくらの範囲でするかということで、工事費限度額

で４０億円以内（解体工事、現庁舎の改築費及び消費税を含む）とい

うことで、４０億という数字を出していっておるところです。その中

でコンペが終了し、設計の変更、当然市民の皆様も含めて、いろいろ

とご議論をいただいてよりよい設計に変えてきました。その過程の中

でもやはり、４０億以内ではおさめますよという条件を付して、市民

の皆さんからのご意見もいただきましたし、議会からのご意見もいた

だいたと思っております。 

          そういった意味では、本体の４０億というのは先ほども申し上げま

したように、庁舎の本体の工事、それから太陽光のシステム、そして

保健センターの改修工事、これを含めて４０億という数字だったとい

うふうに理解をしておるところであります。 

          ただ、議員ご指摘のように総事業費という形でご質問をされたとい

うことでございますけども、私どもとしてはやはり、いわゆる工事請

負費ということの中で整理をさせていただいておりますので、ご理解

をいただければと思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １２番 青原敏治君。 

◯青 原 議 員   理解しろと言われてもなかなか理解できないところがありますが、
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やはりこの財政難の中で、やっていく事業でございますので、やはり

４０億というのは私の思いは総事業費、今のいわゆる道路改良であり、

もろもろの工事がありますが、それらの含めた関連の工事だろうと思

いますねこれは。これをやらなければ、やはりそれらも含めた事業費

で４０億ということを私は思っておりましたので、ちょっと認識が違

いましたが、この分については、４０億でおさまるということなので、

理解しろと言われれば、しないこともないのですが、置いときまして、

次にもう１点お伺いしたいのですが、この変更に１千万ぐらいの金額

が出ていますが、これはさっき金額を言われましたが、何か業者が言

われたままの金額が出ているのかなという思いがしています。業者へ

ある程度のペナルティをとってもいいようなところもかなりあると私

は思います。業者の言いなりでここへ、その金額が出たのかなという

思いがしております。 

          それと１６番のその他の７９０万。ちょっと額が大きいです、これ。

もろもろで７９０万ですというような言い方をされていますが、でき

れば、そこらあたりも詳細に示していただきたい。中身もいろいろ難

しいところがありますので、そういう資料があれば出していただきた

いと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   まず変更の中身につきまして、業者の言いなりではないかというご

指摘でございますけども、設計の変更につきましては、金額の変更を

伴わない軽微のものにつきましては、担当しております私の方で判断

をして、業者に指示書を与えて、それで実施をするようにしています。

金額に変更をする内容、さらには当然、金額の変更をしなくても、上

の判断をいただく必要がある案件と思いますので、それにつきまして

は、市長以下３役の判断をいただいて、指示書を持っていわゆる業者

に指示をするという方法をこの間取ってきております。 

          当然そういったことの中での変更ということでございます。金額的

な問題につきましては、設計しております業者並びに私ども建築を担

当者しております課長並びに担当者、そして業者の３者でいわゆる設

計の金額を一つひとつ設定をして決めていく形にしておりますので、

決して管理をおろそかにし、業者の言いなりになっているという実態

はございませんので、ご理解をいただきたいと思います。 

          次にその他の７９０万でございますけども、これはもろもろ、小さ

いものを積み上げたものでございまして、現在、手持ちに資料がござ

いませんので、必要があれば、時間をいただきましたら資料を整えさ

せていただきたいと思います。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   １２番 青原敏治君。  

          できれば資料を提供してもらいたいと思います。と言いますのも、
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１０番の和室の枚数が３畳増えて１００万かかると。場所も含めた分

だろうと思いますが、１００万円というのは何かおかしいのではない

かというような気がします。そういうのもありますので、できればお

願いします。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

 自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   まず和室の畳の関係でありますが、これは畳の３枚が、１００万円

ということではございません。面積が変わりますので、壁を移動させ

るというふうなことを含めて、いわゆる１００万もかかるということ

でございます。 

          それからその他の詳細でございますけども、休憩をいただいてどの

ぐらい資料を提出するのに時間がかかるか、調べさせていただきたい

と思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ただいま青原議員から資料提出の要求がありました。これを求める

ことにご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   異議なしということでございますので、後ほど資料提出をしていた

だきます。 

           〔時間があれば休憩をとってと言うたじゃないですか。との声あ

り〕 

◯松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時２５分 休憩 

午後 １時３８分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩を閉じて会議を再開いたします。 

          ただいま執行部の方から資料提出については時間がかかるというこ

とでございます。口頭で説明をしたいということでございますので、

ひとつよろしくお願いいたします。 

自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   その他の項目でございますけども、お手元の資料の中で番号を打ち

まして、１６ということで赤で記入したもの以外に実は材質の変更、

それから小さいものであればコンセント、それから電灯の数、照明の

数等々、全部あたりますので、したがってそういったものの必要なも

のは、やはり設計書の中で全部拾ってくるという形になりますので、

全体につきましては２、３日の時間をいただきたいと思います。 

          その他の中でも図面に落としておりますものにつきましては、担当

の課長が控えておりますので、担当の課長の方から説明をさせていた

だきたいと思いますが、対応をよろしくお願いしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   それでは引き続き答弁を求めます。 
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          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   議長。 

          それではその他の事項の、主だったもの、また細かい対応について

ということですが、先ほど部長の方からありましたように、そういっ

た中で種々の数量の変更、材質またはそういった品数そういった数量

のもの、そういったもろもろのものを合わせまして、全体額となって

おります。主なものとして、お手元の資料の中の図面の方に一部は記

述をさせていただいております。 

          例えば１階の平面図をご覧いただきたいと思います。ここには調理

室の機器変更として文化棟の中に、調理場の器具の中でＩＨクッキン

グヒーターの導入、またそういった中の変更、そういったものはあり

ます。さらにその上の調理室の上にあります、研修室の中の一部倉庫

をつぶしており、そういったものも含めております。 

          ２階等にいきますと、文化棟の中の生涯ホールの中のちょうど中間

部分にありますが、そこの内装及び控え室周りの一部機器の変更、そ

ういったものも含めております。 

          そういったものと、３階の部分で現庁舎の中のものも入れています

が、議場関係の一部変更といったものも入れてます。そういった中、

電気、設備などのすべてのものの数量の根拠との変更の差を、その他

として全体をまとめさせていただいております。 

          以上で説明を終わらせていただきます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

           〔金額を言わないとわからないとの声あり〕 

◯松 浦 議 長   金額を説明してください。 

          暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時４３分 休憩 

午後 １時４４分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   休憩を閉じて再開いたします。 

          金額を述べてください。 

          竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   その他の図面の金額一つひとつの金額ということでは、現在この場

に資料は持ち合わせておりません。全体の中で数量と設計額の差によ

り、最終的にはその他金額を全体額で表示させていただいたものです。 

          その細かい金額等の資料ということになりますと、設計書等すべて

の範囲について挙げてこなくてはいけないということで、今日のこの

場には金額の提示はできません。お詫び申し上げます。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

          ２時１５分まで休憩いたします。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時４５分 休憩 

午後 ２時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

          答弁を求めます。 

          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   それではその他部分の内容と金額について、わかる部分について説

明をさせていただきます。 

          まず図面の方を見ていただきたいと思います。お手元の資料の中の

１階平面図の方をご覧いただきながら、金額等の説明をさせていただ

きたいと思います。 

          まず文化棟の方の１６番と書いてあります一番で研修室内倉庫設置、

これが１５万円となります。そして１６番のその下にあります調理室

機器変更、これＩＨ等の変更でございますが、これが２５万とともに

外壁部分の倉庫部分等の和室へ施工しております。そして２階部分の、

１枚めくっていただきたいと思います。 

          まず文化棟の真ん中にあります部分に、内装、控え室の廻りの部分

を変更いたしております。これが全体の間仕切りとか、内装変更等で

２０万となっております。そして２階の第２庁舎の右の方にあります、

書庫への変更で、これは床材の補強等を行うということの中で、１５

万円の増となっております。そして３階部分の方をご覧いただきたい

と思います。 

          ３階部分の間仕切り変更等の部分ですが、この不要機械等の部分に

ついては、ちょっとこれは別な事柄なので訂正させていただきます。

内装等の変更にかかる３０万の変更増は床の仕上げの変更等もござい

ます。全体では７９０万の中、現在実施しておりますのは、その金額

となりますが、その他として、各内装等の仕様変更、床材の変更、電

気設備、コンセント、照明の数量の変更、または庁舎文化棟等のサイ

ズ変更等の増となったもの、また当初の設計に市費で、細かく各種増

えていったもの等の積み重ねが、全体で７９０万となったものでござ

います。 

          以上で終わらせていただきます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯入 本 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   それでは順々に番号によって伺いたいですが、１と２は、こういっ

たとこに建物を建てる場合は、周りの近辺を把握するというのが大前

提で、我々が家を建っても、隣の水が出ないとか影がどうなるかとか

ということがあるので、私は基本的には設計者のミスだと思いますが、
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説明がありましたのでその点は省略しますが、３番ですが、ここに維

持管理費に非常に必要な部分だと、その維持管理費が１千百万投資す

ることによって、どれだけの効果があるのか、そのために１千百万の

工事をされるわけですが、この工事をする上においての特に問題はな

いと言われたので、工事のため維持管理のために１千百万も投資する

ということについての具体的な効果を伺うものでございます。 

          それから５番の解体、庁舎に利用したというのですが、これはどの

ように利用するために整備されたのか伺うものでございます。 

          それから今の６番とか７番、こういうのが一番私は追加工事が出て

きて、無難な数字だなと思っております。 

          ８番につきましては、これは多分図書館の関係者が検討されて、事

務室を設けたりとするようにされたのだと思いますが、庁内の検討の

結果というのは非常に多いです。それで、この図書館のこういう改装

をすることによって、いろいろ効果が出やすいというふうに思うわけ

でございますが、これはどういう意見のもとに、畳コーナー、ウッド

デッキの新設を現在望まれた施設として、取り入れられたのか伺うも

のであると。器具はもうこの程度の金額は当然だと思います。 

          次の１０番ですが、利用団体の要望は３０畳のわずか１割３畳です

が、どのような効果を求められて、３畳ほど増やされたのか伺うもの

でございます。 

          それから１１番なんかは、今日の議会で早速ありましたが、説明員

の席が少ないという中で、逆に振り返ってみると、議員の方がかなり

ゆとりがある状況になっておるわけです。そうすると議会運営をスム

ーズにする上においては、説明員の方が当然増えておいた方が、今の

休憩等を見てもスムーズにいくと思いますが、このあたりはもう少し

議会の方にも相談をされて、執行部の席をどうするのか議会の方にも

申し入れがなかったのか、その点が私がちょっと懸念を感じるわけで

ございます。 

          また出退表示とかは、席数の増とか、これはもう少し事前調整が要

って、この時期に追加工事の５００万というのは、どういう経緯でな

ったのか伺うものでございます。洗車場の１００万はこれでもいいと

思います。 

          それから１３番の第１庁舎の不要機械設備というのは何であったか、

その設備は有効利用するために施設をどのように有効利用されるのか

伺うものでございます。 

          議場を改修に伴い云々とありますが、改修をするために具体的に、

やはりこれだけの文章では理解しにくいので、ある程度もう少し具体

的な説明をいただければと思っております。 

          以上の点についてお伺いをいたします。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          企画課長 竹本峰昭君。 



 41 

◯竹本企画課長   それではご説明させていただきます。 

          議員さん質問の中で、まず３番の総合文化保健福祉施設棟鉄骨工事

の追加の施工上の必要な理由等の説明ですが、このことにつきまして

は、当初設計上におきましては、施設上のダクト、こういったものに

つきましては、天井北上吊という形の施工方法を当初の設計段階で対

応しております。そうした中、施工上において、業者とＮＳＰの確認

の中で、実質上どのように施工するのが施工上の安全性及び今後の維

持管理上よいのかということで、県の建築確認等の法の協議、指導に

基づき、施工上の安全性、今後設備上のダクトなどの取替え等を考え

たとき、天井等の吊りという施工よりも、鉄骨で施工また維持管理を

する方が、全体的な今後のメンテナンス等においても有利となるとい

う判断をさせていただきました。 

          続きまして、５番の既設移動書庫の布設工事ですが、これは当初解

体建物でありました、食堂等の中にありました書庫を、４階の屋上部

分にこれは検討委員会等で、第２庁舎の４階部分を書庫として活用し

たらということで出てきた部分でございますが、そこに現在あった可

動式の書庫を、一部空間があるので、そこに現在の既設書庫を入れる

中で、倉庫等の書庫数を増やしていきたいという考えで、増設をさせ

ていただいたものです。 

          続きまして８番の授乳室の新設や図書館畳コーナーの新設、ウッド

デッキ部分の変更等について、どのような考え方で、そういったもの

をしたのかということでございますが、庁内検討の結果ですが、基本

的には教育委員会等の協議の中で、利用者等の利便性を図るという中

で、和室コーナー、図書館の畳コーナーそこについては、お年寄りと

子ども等がふれあいながら、のんびり空間を共通に利用できる場とし

て、ゆったりする空間として位置づける方が利用促進等が広がるので

はないか、また当初ではテラス部分となっていたとこにつきましても

ウッドデッキ等にする中で、実質的な外部ではございませんが、一部

外部的な使い方の中で机等を置く中で、のんびりとした利用等で利用

促進を図ったらどうかということで変更をしたものでございます。授

乳室及び一部トイレ部分につきましては、図書館の外側の文化棟にト

イレまたは授乳のコーナーを設けているわけでございますが、子ども

さん等の利用、乳児等の利用、乳児等を抱えたお母さん方の利用を考

えた場合ということで、図書館内の一部コーナーに新たに新設した方

が、利便性が図れるという判断で変更をさせていただいたものです。 

          １０番の和室の畳数の増。当初の段階では、和室を３０畳で、市民

検討委員会の中では一応のご理解をいただいたわけですが、実際の利

用団体等から茶とかをする場合においての基本的な畳数というのが、

３３畳はどうしても欲しいという要望等もあり、和室の畳数を増やし

倉庫を一部狭くして、対応したということでございます。 

          １１番の設備関係の５００万の内容について、議場内の執行部の座
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席数をもっと増やしたらよいのではないかといった中で、事前協議と

いった形のご指摘をいただきましたが、その内容についての考え方と、

変更について一部説明をさせていただきます。 

          議場部分につきましては、出退表示の設備をこの議場の外に位置づ

けるとともに、実質上の中で３役という議員さんのこういった議会だ

けでなく、日常的なときの執務の状況で出退等を明らかにするという

ことも考えまして、その出退表示の設備のものを増やさせていただい

たということです。これにつきましては、総務部の方に一部を出退表

示設備を増やさせていただいたもの等でございます。 

          さらに座席数の増につきましては、現在機構改革等ということもあ

るわけですが、当初の設計よりも少しでも多く執行部側に座席を用意

をしておくことが、今後の対応においてもあらゆる対応ができるので

はないかということで、座席数の増を対応をさせていただいたもので

ございます。 

          １３番の不要機械設備の撤去。これは何か、またそれを撤去した後

の利用はいかに考えておるのかというご質問だったと思いますが、こ

れは現庁舎の中にあります、１階部分の機械倉庫及び２階３階等にあ

ります機械を入れていた部分につきまして、新たな設備を投資する中

で、不要となってしまった機械があります。これにつきまして、当初

の段階では撤去は入れておりませんでしたが、その部分の不必要な機

械等を撤去して、そこを倉庫及び喫煙室に対応するということで、不

要機械設備を撤去したものでございます。それと今改築しております

現庁舎の議場の改修に伴い、鉄骨張りの増というのは、当初の議場の

天井を吊るためには、その中に鉄骨の梁を渡さないと天井が吊れない

ということで、軽量な鉄骨の梁を増設し対応したもの等でございます。 

          さらに電気設備等の一部改修等を現庁舎で行うものでございます。 

          以上で変更等の内容の説明を終わらせていただきます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   再度、３番について伺いますが、今の説明ですけども、当初からの

工事施工については、通常なら予算化してなくてはいけないかなとい

うふうに私は思います。どの程度の維持管理が、年間、ここに書いて

ある以上は、維持管理費も必要な鉄骨工事の追加をしたと。これ工事

のためにでしょ。維持管理は１，１００万なのです。仮に年間に１０

万で済むものか、１万で済むのか、それはわからないですが、ここに

やっぱり工事をしたりして、１，１００万使ったのか、維持管理費の

ために１，１００万使ったのか、双方で５００万、５００万で１，１

００万かかったのか、その中でいろいろ具体的に、私は説明を受ける

必要があろうかと思います。 

          それと具体的に執行部の席が何席増えたのでしょうか。以上２点。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 
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          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   まず、３番の鉄骨工事に伴う施工上と維持管理上の金額的な対比で

すが、これにつきましては確かに議員ご指摘のように、維持管理上が

いくらとかいう形の分については、実質上はその判断はしておりませ

ん。というのが、その協議の段階において施工方法として、吊りで行

う手法とさらには鉄骨張り的な工事をする場合で、今後のダクト及び

機械施設等の配管、電気設備等の配管等の維持管理及び施工上という

ことで、県の建築確認を指導いただいたとこに協議を行い、どちらが

今後においてよいかということで施工上、維持管理上を含め、指導を

仰いだ後にそういった形の変更としてさせていただいたものとご理解

いただきたいと思います。 

          それと議場の執行部側の座席数は、具体的に何席増えたかというこ

とですが、２席ほど増やさせていただきました。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   ３番についてしつこいようですが、これは甲田のミューズを見た場

合に確かに吊り型でなくて、維持管理するときに床張りになっていま

した。そうすると、プロの世界でそれをやるということは、今は吊り

というのははやらないと、投資しても、今後役立つのは、当初からこ

れは盛り込まなくてはいけないというのが大前提にあるわけです。言

ってみればＮＳＰの失態ではないかと私は思いますが、その点につい

ての値引き交渉的なものはされたのか、ＮＳＰの責任を感じられたか、

そこらあたりはどのように担当課とすれば、また執行部の方にも了解

を得て云々というようなものを予算については、３役にも相談したの

かどうかという中で、検討課題はどうであったか伺います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   はい。まず施工の仕方で、確かに吊り上の対応、またはそういった

鉄骨という方法という形で当初から対応してなかったのがおかしいの

ではないかと。またそれについて、発注者側がそこの確認をできてな

かったのが、おかしいのではないかという議員のご指摘について、と

りわけ私たち発注者側の課題もあったというふうに思っております。 

          ただ施工上としての構造上の課題ではなかったという中で、当初の

設計のままで発注をかけていたのが現実でございます。そういった中

でどのように協議し、対応したかというご質問ですが、主な工事の変

更については、まず具体的に発注者、施工業者、そして施工管理業者

と協議をした後、金額等の変更に伴うものにつきましては、基本的に

３役協議等の中に出させていただいて、その実施について確認をいた

だき、最終的な指示書、協議書で業者等に指示を出して対応をさせて

いただき、このことが設計上のすべてミスとは言えない状況であると
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いう判断をさせていただいたと、いうことでご理解をいただきたいと

思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯熊 高 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

◯熊 高 議 員   今の３番の件ですけど、委員会のときにいろいろ協議してきた中で

ありますけど、先ほどからあるように金額が出たのは今日が初めてで

すけど、やっぱり１，１００万というお金は非常に額が大きいです。

だからいろいろ議員から意見が出たような形で質問があったと思いま

すし、私もそういった思いで２回も質問しましたが、今の課長の前の

説明では、その１，１００万の価値がどこにあるのかという判断は十

分理解ができないです。ですから、いろいろ工法がある中で、当初の

設計に対して１，１００万を設計変更という形にして、出す必要が本

当にあったのかどうかという理由を、もう少し具体的に明らかにされ

ないと判断できないという気がします。これが図上にも番号もないで

すし、図面上もこういった形が出たというのも、いろいろ委員会の中

で説明があったのかもわかりませんが、１，１００万というお金がか

かっているのならそういう見方もしていたかなという気がして、私も

反省はしております。そこのところを図面なり、もう少し１，１００

万のどうしても投資をする価値があった、する必要があったという説

明責任を執行部は果たしていただかないと、これはこのまま、はいそ

うですかという形で理解はできないという気がします。部長なり課長

なり、あるいは３役も含めて検討されたということですから、そこら

の判断をどういうふうにされたのか、具体的にもう少し説明いただか

ないと、私も３回目ですから説明によっては本当に理解できるかでき

ないかという瀬戸際なので、しっかりとした答弁をお願いしたいと思

います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   議員ご指摘のとおり、１，１００万という金額ですので、これにつ

いては安易に判断できない金額であるというふうに私たちも感じてお

ります。 

          今一番高い最上階でございまして、工事を施工する上での安全の問

題、さらには課長が先ほど申し上げましたように、これから何十年が

たってメンテナンスをし、状況によってはその機器の交換等も生じて

くるといった場所であります。そういった意味ではそういったところ

の安全性の問題を含めて、総合的に判断をさせていただいたというこ

とでございます。 

          今図面等のご指摘もございましたけども、できましたらそういった

資料を提示をさせていただきまして、担当の課長の方から具体的に説
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明をさせていただければと思います。 

◯松 浦 議 長   それでは続いて答弁を求めます。 

          竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   図面でございますが、当初のこの配置図の中に天井部分の鉄骨の図

面というのは、どうしても図示できなかったということで、図面はつ

けておりませんでした。そういった中、議員ご指摘のそういった図面

の提示ということでございましたが、現在手持ちしておりますので、

その分で資料提出し、説明をさせていただければと考えております。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   今答弁にありましたように、配布させてもらってもよろしいですか。 

           〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

          コピーするということでございますので、２時５０分まで１０分間

休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時４０分 休憩 

午後 ２時５０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩を閉じて会議を再開いたします。 

          書類を配ってください。 

           〔書類配布〕 

◯松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時５１分 休憩 

午後 ２時５５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   会議を再開いたします。 

          書類につきまして説明を求めます。 

          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   それでは図面のご説明をさせていただきます。 

          この図面は、施工図を皆さんの方へご提供したものでございます。 

          その中で色は少し薄いですが、赤く塗っている部分が変更として対

応したものでございます。 

          これにつきましては先ほど来、話をしておりますとともに確認のた

めもう一度説明をさせていただきます。 

          下部分がホール部分になっています。上部分が４階の文化棟の部分

となっています。機械室等は基本的に屋上にございます。そこからの

ダクト、設備、配管、そういったものが対応しているところに入って

いける部分でございます。ホール棟等にも行きます空調関係、設備、

照明関係等の配管配線を当初は吊り金具等で対応しておりましたが、

今後の地震時等のより安全性ということがひとつはありましたが、事
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実上は維持管理を主体とし、ダクト、電気、そういった設備等を対応

するためにその鉄骨の梁を増やしたもので、増やした部分が基本的に

赤くなっています。 

          それが４階の梁部分、天井部分という図面だとご理解いただきたい。

２枚目についても同じような記述の中で、そういった設備関係がくる

部分について、鉄骨の梁をすることによって、電気設備等の対応の維

持管理を行う上に、必要であるという判断をさせていただき、変更を

したものでございます。 

          以上で説明を終わらせていただきます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯岡 田 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １９番 岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   今まさに出ましたことで、１番と３番と課題が出たわけですが、私

はこのいよいよ完成間近になって、前の武田さんと青木さんが、これ

は向こうの会社の人事のことでありまして、どうもうちではどうもし

ょうがないこともありますが、おおむねして、よくこういう事業では

人事の変えもよくあります。いつ頃これは変わられて、こうなったの

か。中身はともあれ、向こうの会社ですから、それまでと言われれば

そうなのですが、やはり追加工事とかこういうことがあったから、変

えられたのではないかと、これは私の想像なので、想像で言ってもら

っては困ると言われるかもしれませんが、土地改良区の問題につきま

しても、いろいろな公共事業にいたしましても、大きな工事は、こう

したあることに、そこらをつかんでおられれば、答弁いただきたいと

思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   いつごろの時点のものかといいますと、これは文化棟等の工事を施

工する前に施工図の承認が出てまいります。施工の方法としての議論

の中でどのような対応がいいかということで、昨年の８月から、ちょ

っと確かではないですが、８月９月の段階で協議し、建築等の中で指

導等をいただいたものでございます。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   １９番 岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   何で責任者が変わったんですか。 

◯松 浦 議 長   的確に答弁してください。 

          答弁を許します。 

          企画課長 竹本峰昭君。 

◯竹本企画課長   はい。これは業者の中の代表として、今年の４月３日に変更となっ

たものでございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 
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          ほかに質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   ないようでございますので・・・。 

◯熊 高 議 員   議長。休憩の動議。 

◯松 浦 議 長   ただいま休憩動議が出ましたが、動議を採決してよろしいでしょう

か。 

           〔多数の議員より賛成の声あり〕 

◯松 浦 議 長   それでは賛成でございますので、休憩をとらせていただきます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時００分 休憩 

午後 ３時３０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   会議を再開いたします。 

          ただいま動議が出ました件につきまして、私は議運を開いて進め方

を協議いただきたいと提案しましたが、その必要もないという意見も

ございました。したがいましてここで皆さんに、改めて論議する議事

延期の方法をとるか、このまま本日採択までいくかをお諮りさせてい

ただきたいと思いますが、いかかでございましょうか。 

           〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

          お諮りします。 

改めて論議する議事延期の方法に賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立少数〕 

◯松 浦 議 長   着席ください。 

          起立少数であります。よってこのまま議事を進めさせていただきま

す。 

          引き続き質疑を求めます。 

          質疑はありませんか。 

           〔さっき締めたのに・・・・との声あり〕 

◯松 浦 議 長   質疑を終結しますと言う前に動議が出ました。 

          よろしいですか。 

          質疑はありますか。 

          １７番 今村義照君。 

◯今 村 議 員   今までの論議の中で、いささかちょっと不明な点もあると私は思っ

ております。 

          この第２庁舎及び総合センターの観点にかかわる工事費用として、

今後そのほかに予定されるものがあるのではなかろうかと思うわけで

すが、この案件については、先ほどそういう答弁がございましたので、

あえてお聞きをしたいと思います。 

          ２番目に懸案となっております鉄骨工事の追加の件でございますが、

この案から１，１００万というのは、要するに設計会社、あるいは施
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工会社の方で満額適宜にこの金額が必要とされたのかどうか、そこら

辺について２点お伺いをしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   全体の工事費でございますけども、冒頭に全体の工事費、業務委託

費を含めまして、全体の事業費をご説明申し上げました。 

          工事費につきましては、今から保健センターの改修工事が始まりま

すし、さらに第１庁舎の改修後に電話なりまた有線等の取り付け工事

が始まろうと思います。そういったものにつきましては、一応現在の

段階で見込みと思っておりますけども、いわゆる４０億という中での

金額は先ほど申し上げましたように、３５億８，８０７万６千円で一

応支払っていくだろうと思っておりますし、さらにそうした電話・有

線の問題でありましたように、それからもろもろございますけども、

そういった工事を含めて、いわゆる３６億９，７８４万３，７１０円

といった数字で工事費全体は、終了するものという推定を現在してお

るところです。 

          この工事請負費の中では、道路工事につきましては、建設部の方が

所管をしておりますので、道路については含めておりません。 

          それと言い忘れましたけども、駐車場の工事等々につきましても、

先ほど言いました３６億余りの工事費の中にすべて含んでいます。道

路の工事だけが別途の建設部の工事ということになっております。 

          それから業務委託費につきましては、実施設計、それから施工管理

以外にも土質の検査でありますとか、それから事業認定書の作成のた

めの諸費用でありますとか、周辺に井戸がございますので、その井戸

の状況の調査でありますとか、太陽光等々の実施設計、それから施工

管理、それから駐車場の工事等の設計等々を、もろもろをそういった

ものを含めまして、冒頭お話しましたように１億２，２９５万７，１

５０で、おおむねこれで終了してくるだろうという推定をしておると

ころであります。 

          そのほか用地補償としまして、補償が３，９８４万８，５４７円。

それから土地等でございますけども、これが２億１，０８７万１，０

７０万。合わせまして２億５，０７１万９，６１７円を一応予定をし

ておるところであります。 

          都合４０億５千と申し上げましたが、正確には４０億７，１５７万

４７７円。おおむねこういった金額で支払っていると、いうふうに現

在推定しておるところです。 

          なお、このほかに備品につきましては別途ということで、これにつ

いてはまた、この間の特別委員会の中でもご議論をいただいたとおり

の中身です。したがいまして、今申し上げました以上の工事について

は、現在の段階ではする予定はございません。それでおさまるように

完了しておるということです。 
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          それから満額的にということでございますけども、変更につきまし

ては先ほど建築関係のときにご指摘を受けた建築基準法上の問題にな

っておることですが、より安全ということの中でご指導を受けた部分

以外につきましては、すべて行政の方から変更を申し入れておるもの

です。 

          それにつきましては、先ほど申し上げましたように、軽微の部分に

つきましては、担当しております私たちの判断で、また金額にかかわ

ったり、もしくは金額の多少にかかわらず重要な案件につきましては、

市長、３役との協議の中で決定をし、そして指示書を作成をして、業

者に指示をしたものであります。当然その過程の中におきましては、

設計業者も入りまして、そういった変更等の箇所等についての意見を

研究して、判断をしていくという形にしたものであります。 

          そうした変更を積み重ねながら、金額の設定につきましては、これ

は私らも担当しております、課長並びに担当者とそれから施工管理を

お願いしておりますコンサルタント、そして事業者が一つひとつ、例

えばコンクリであれば立米いくら、それが設計金額でこうで、落札金

額ではこうなっているから、いわゆる落札率をいくら掛けて、設定を

するというような形で、一つひとつ積み上げていくものでありますの

で、したがって業者の言いなりでそのことを実施するというものは一

切ございません。また、個々の二次製品を取り付けるという等々の問

題にしましても、見積もりを徴収し、そしてこの数のいわゆる設計す

るために、当然見積もりの金額から何割か落としておりますけども、

さらにそれに落札数を増えると、いうふうな形ですべて対応しており

ますので、したがって業者の言うとおりの金額を入れるということは

一切ございません。結果として当然業者もそういった形で定められた

金額については、了解を受けるという形で進めておるものであります。 

          以上であります。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯藤 井 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １１番 藤井昌之君。 

◯藤 井 議 員   今まで質疑も出て、答弁の方もいただいておるわけですが、金額の

数字に関しては、私も第２庁舎・文化保健福祉施設の特別委員会の委

員長として、ここらはこれからも整備したものを、しっかり特別委員

会の方でも皆さんに理解いただくためには、やっぱりそこらをきちん

と明確に資料を出していただいて、私は最初に言った、必要ではない

かと、今執行部の方からいろいろ第２庁舎・文化保健福祉施設の総合

的な予算、またそれに関連するいわゆる補償費であるとか、土地の買

収であるとか含めたものが出されましたけども、これも今回この工事

請負契約の変更についてということで本定例会に、いわゆる上げると

いう前回の特別委員会の質問の中で、やると事前調査になるので、私
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は執行部からの要点説明だけで、中身については本定例会でしっかり

議論していただきたいと、皆さんにもご説明をさせていただきました。 

今、田丸部長の方からもあったように、この総合計が４０億５千万

という説明が最初にあって、今また訂正されて４０億７千万と。ここ

の２千万の開きというものが、私はここの感覚がやっぱり皆さんに総

合的な理解を得られない部分が、そこにあるんだろうと判断を今して

いるわけです。細かな追加工事であるとか、補修工事であるとか、そ

れに対する金額、ここらも今示されましたけども、そこらの理解とい

うものを、私は先ほどの４０億５千万が４０億７千万と、こういう本

会議の中で軽々と変更される、こういう答弁についてはいかがなもの

であるかと。したがってさっき申し上げましたように、この第２庁舎

の特別委員会の委員長として、まだ解散してないわけでございますの

で、いろんなこの第２庁舎・文化保健福祉施設の今までにかかわった

予算の内訳、それとそれに付随する金額、内容、内訳、そこらをしっ

かりと、私は出していただきたいということを、それは要望としてこ

の場で申し上げておきたい。 

先ほどの４０億５千万から４０億７千万の、ここらの真意を私はし

っかり執行部の方から答弁をいただきたいと思います。 

以上です。 

◯松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   当初、総事業費４０億５千万と申し上げ、今回４０億７，１５７万

４７７円ということで、２千万余りの変更を申し上げましたが、当然

お断りをして変更をしていただいたと思っております。大変申し訳な

いと思っております。 

今回は、庁舎本体にかかわるいわゆる変更でございますけども、先

ほどから申し上げておりますとおり、工事事業につきましては、駐車

場の工事、その他もろもろの工事をしておりますし、それに付随しま

して業務委託等もしております。当然こうした、いわゆる第２庁舎・

総合文化保健福祉にかかわる事業でございますので、必要であればそ

ういった資料を示してご説明を申し上げたいと思います。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑はございませんか。 

          ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   ないようでございますので、質疑を終結いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

◯熊 高 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   討論がありますので、まず本件に対する反対討論の発言を許します。 

          １０番 熊高昌三君。 
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◯熊 高 議 員   本来なら反対討論というか、もう少し真意を聞きたいという感じが

しましたので、あえて反対せざるを得ないということで討論させてい

ただきます。 

          中身については質疑をさせていただき確認をしましたが、４０億の

うちにおさめたということは評価をさせていただきます。総事業費も

かなりいろいろな形で抑えてきたということも見えてきました。そう

いうことで評価をさせていただきます。 

ただ４０億の枠内で本体工事に関係することも出てきているのだか

ら、安易に変更したというのは失礼かもしれませんが、今までの説明

で聞く限りでは、割りに安易に変更を認めていったのではないかとい

うふうな感じを受けざるを得ませんでした。特に３番の件に関して、

市長も休憩中に中身の説明がこんなのでよいのかということでありま

したが、議員も当然説明を聞き、その責任の上でこの議論をしてきた

わけですけども、最終的にこの変更契約ということで、これだけ議論

になり、いろんな質疑がといったことは今までにないわけであります。

そういった状況をつくってきたということの３役の責任を含めて、答

弁は何ら聞かれませんでした。そういったことからしても、どこに中

身について厳密に真剣に確認をしてきたということが、伺い知れない

と私は受け止めております。 

          １，１００万について、より安全にということですが、当然安全の

確保ということは、最大限守るべきだと思います。安全ということに

なれば、当然人が上の方へ上って転落したり、そういうことの意味を

含めてきたと思いますので、そのことをないがしろにするということ

は当然、いけないと思いますが、その安全のために１，１００万も要

ったのだという理由が、質問に対する答弁が、私は理解するだけの材

料がなかったというふうな判断をしております。さらには、我々が安

全のために設計者に、あえて申し上げたというふうなことを答弁をさ

れておりますけども、本当にＮＳＰの設計責任というものはどこにあ

るんだというのも今の質問に対する答弁には見えてきませんでした。 

          そういった全体の議論答弁の中で、この変更契約３４億３，１０１

千円という金額の中の１，１００万の説明さえも十分できないという

ことに対しては、私は市民に対して十分な説明責任ができないという

立場で、反対討論をさせていただきます。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   次に本件に対する賛成討論の発言を許します。 

          討論ありませんか。 

           〔討論なし〕 

◯松 浦 議 長   討論ないようでございますので、これをもって討論を終結いたしま

す。 

          これより議案第６８号、工事請負契約の変更について、安芸高田市

第２庁舎・総合文化保健福祉施設（仮称）建設工事の件を、起立によ
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り採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

◯松 浦 議 長   着席ください。 

          起立多数であります。 

よって本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２３ 議案第７０号  安芸高田市子育て支援センター設 

置及び管理条例 

日程第２４  議案第７１号  安芸高田市地域包括支援センター 

設置及び管理条例 

日程第２７  議案第７４号  安芸高田少年自然の家設置及び管 

理条例の一部を改正する条例 

日程第２８  議案第７５号  安芸高田市公民館条例の一部を改 

正する条例 

日程第２９  議案第７６号  安芸高田市奨学金貸付条例の一部 

を改正する条例 

日程第３０  議案第７７号  安芸高田市吉田コミュニティセン 

ター設置及び管理条例を廃止する条例 

日程第３１  議案第７８号  安芸高田市立図書館条例の一部を 

改正する条例 

◯松 浦 議 長   日程第２３、議案第７０号、安芸高田市子育て支援センター設置、

及び管理条例及び日程第２４、議案第７１号、安芸高田市地域包括支

援センター設置及び管理条例、並びに日程第２７、議案第７４号、安

芸高田少年自然の家設置及び管理条例の一部を改正する条例の件から

日程第３１、議案第７８号、安芸高田市立図書館条例の一部を改正す

る条例まで７件を一括して議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議長。 

          議案第７０号及び議案第７１号並びに議案第７４号から議案第７８

号までの提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第７０号安芸高田市子育て支援センター設置及び管理条

例についてでございます。 

 本案は、安芸高田市総合文化保健福祉施設内に整備する、安芸高田

市子育て支援センターの設置及び管理について、新たに条例を定める

ものでございます。 

 子育て支援センターは、子育てをする保護者の育児支援、子育てに

関する相談及び指導等を行う拠点施設として、市民の皆様に活用して

いただくように考えております。 
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          議案第７１号、安芸高田市地域包括支援センター設置及び管理条例

についてでございます。 

          本案は、安芸高田市総合文化保健福祉施設内に整備する、安芸高田

市地域包括支援センターの設置及び管理について、新たに条例を定め

るものでございます。 

          現在、地域包括支援センターは第１分庁舎１階において業務を行っ

ておりますが、安芸高田市総合文化保健福祉施設の供用開始にあわせ

移転するものでございます。 

          次に議案第７４号、安芸高田少年自然の家設置及び管理条例の一部

を改正する条例についてでございます。 

 本案は、安芸高田少年自然の家の管理運営を指定管理者に行わせる

ことで、サービスの向上と経費の節減を図ることを目的として、指定

管理者制度を導入することと、リニューアル後の施設の利用料金を一

部変更するため、条例の一部を改正するものでございます。 

          次に議案第７５号、安芸高田市公民館条例の一部を改正する条例に

ついてでございます。 

          本案は、安芸高田市公民館条例から吉田公民館の項を削除するため、

条例の一部を改正するものでございます。 

          吉田公民館は、安芸高田市総合文化保健福祉施設の建設に伴い、取

り壊し後は一時代替え施設で運営をしてまいりましたが、このたび、

総合文化保健福祉施設の開館に伴い、廃止の措置を行うものでござい

ます。 

          次に議案第７６号、安芸高田市奨学金貸付条例の一部を改正する条

例についてでございます。 

          本案は、学校教育法の一部を改正する法律が、平成１９年４月１日

から施行され、特別支援学校制度が創設されたことに伴いまして、安

芸高田市奨学金貸付条例の中の関係用語について整理をするため、条

例の一部を改正するものでございます。 

 次に議案第７７号、安芸高田市吉田コミュニティセンター設置及び

管理条例を廃止する条例についてでございます。 

 本案は、このたび開館する安芸高田市総合文化保健福祉施設の位置

にあった、吉田コミュニティセンターの設置及び管理条例を廃止する

ものでございます。 

 吉田コミュニティセンターは、安芸高田市総合文化保健福祉施設の

建設に伴いまして、取り壊し後は一時吉田公民館の代替施設で運営を

してまいりましたが、このたびの総合文化保健福祉施設の開館に伴い、

廃止の措置を行うものでございます。 

 次に議案第７８号、安芸高田市図書館条例の一部を改正する条例に

ついてでございます。 

 本案は、安芸高田市総合文化保健福祉施設の開館に伴い、１階部分

に開設する図書館を、現在の安芸高田市立吉田図書館から名称変更し、
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安芸高田市立中央図書館として位置づけることと、市内６つの図書館

の休館日と開館時間を統一し、一体的な管理運営を行うため、条例の

一部を改正するものでございます。 

 以上、７議案について、よろしくご審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

 本７件は、文教厚生常任委員会に付託をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２５  議案第７２号  安芸高田市道路占用料に関する条 

例の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第２５、議案第７２号、安芸高田市道路占用料に関する条例の

一部を改正する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議長。 

          議案第７２号、安芸高田市道路占用料に関する条例の一部を改正す

る条例でございます。 

本案は、郵政民営化に伴い、１０月１日を施行日として郵便法の一

部が改正されるため、本条例の中に引用している条項を、改正に合わ

せ変更するものでございます。 

          以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

 本件は、産業建設常任委員会に付託をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２６  議案第７３号  安芸高田市消防手数料条例の一部 

を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第２６、議案第７３号、安芸高田市消防手数料条例の一部を改

正する条例を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 
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◯児 玉 市 長   議長。 

          議案第７３号、安芸高田市消防手数料条例の一部を改正する条例で

ございます。 

          本案は、本年１０月より広島県から安芸高田市に火薬類取締法に関

する事務及び高圧ガス保安法に関する事務が移譲され、手数料を徴収

する事務が追加されるため、必要な条例の改正を行うものでございま

す。 

 よろしく審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          消防長 竹川信明君。 

◯竹川 消 防長   それでは要点のご説明を申し上げます。 

          先ほどありましたように、本案につきましては、火薬類取締法に関

する事務及び高圧ガス保安法に関する事務が、本年１０月１日から県

の事務移譲を安芸高田市が受けることになり、消防がその事務を行う

ことになりました。そこでその事務にかかります手数料の項目、ある

いは金額に関しまして現安芸高田市消防手数料条例の条項の改正、追

加改正をするものでございます。 

          なお、区分並びに金額等につきましては、現状県の手数料条例中該

当部分をこのまま手数料、消防手数料条例に加えるものでございます。 

          また、今まで建設部が処理しておりました火薬類の受け渡し、ある

いは譲り受け等の事務を消防が分掌することとなりますので、現在の

安芸高田市手数料条例中該当部分を削除し、新たに消防手数料条例に

加えるものでございます。 

          この件につきましては、職員の方で整理をいたしております。 

          以上で要点の説明を終わります。 

◯松 浦 議 長   以上で要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

◯金 行 議 員   はい。 

◯松 浦 議 長   １３番 金行哲昭君。 

◯金 行 議 員   本年１０月１日より、手数料が県の方から移譲されるということで

すが、大体これはどれくらい手数料として安芸高田市に入るものか、

計算されていると思いますので、そこらを聞かせていただきたい。 

◯松 浦 議 長   はい。ただいまの質問に答弁を求めます。 

          消防長 竹川信明君。 

◯竹川 消 防長   はい。 

          １０月１日からの予定ということについては、まだ定かな計算はで

きませんけども、今までの県の実績等の中からこう考えさせていただ

きますと、昨年の１８年度につきましては、火薬類関係が１１件の１

１万４千円の歳入があったようでございます。 
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          それから高圧ガスの関係につきましては、保安検査、ガスの検査で、

定期検査みたいなものだそうですけども、１件ほど、金額で言いまし

たら、約６万円。その程度の歳入を昨年度いたしておりますので、そ

う毎年変わった状況にはならないかと考えておるところでございます。 

          ご理解をいただきたいと思います。以上です。 

○松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 

          １７番 今村義照君。 

○今 村 議 員   従来県が、この取締法に基づいて業務を進めてきたわけですが、市

へ移行することによって、これまで研修会であるとか講習会であると

かいったものが、催されているかと思いますが、そっちの方は問題な

いと考えてよろしいでしょうか。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          消防長 竹川信明君。 

◯竹川 消 防長   はい。 

          既に今年の４月から県の事務移譲に伴いまして、研修につきまして

は、２名おおむねそれぞれが８カ月程度研修を受けております。今後

の研修につきましては、まだ確認は出しておりませんけども、随時県

の事務を移譲されたことにより、何らかの研修があろうかと考えては

おります。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          １７番 今村義照君。 

○今 村 議 員   それでは今おっしゃったのは、内部の方の研修だろうと思いますが、

私がお聞きしたいのは、いわゆる市に対して、外部研修なり講習会が

必要になってくるだろうと思いますが、そこら辺の対応はどのように

変わってくるのかということでございます。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          消防長 竹川信明君。 

◯竹川 消 防長   現在、消費等に関する講習会のことだろうと思いますが、まだはっ

きり私の方で確認しておりませんので、また後ほど確認したいと思い

ますが、やっていくようになるのではないかと思います。 

◯松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 

          〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   ないようなので、これをもって質疑を終結いたします。 

          お諮りします。 

          本件は、委員会の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 
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〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第７３号、安芸高田市消防手数料条例の一部を改正す

る条例の件を起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          着席してください。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３２  議案第７９号  平成１９年度安芸高田市一般会計 

補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第３２、議案第７９号、平成１９年度安芸高田市一般会計補正

予算（第２号）を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第７９号、議案名が平成１９年度安芸高田市一般会計補正予算

（第２号）でございます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、２億２，

９４７万４千円を追加し、予算の総額を２０２億１，８２５万円とす

るものでございます。 

 歳入につきましては、使用料及び手数料１０２万１千円、国庫支出

金７，３３８万４千円、県支出金１千万３千円、繰入金が３，０３７

万３千円、繰越金４，８２０万８千円、諸収入が４２１万８千円、市

債７，８７０万円をそれぞれ追加し、地方交付税１，６４３万３千円

を減額をするものでございます。 

 歳出につきましては、総務費が３，０５２万１千円、民生費１，７

６５万３千円、衛生費８，１３３万１千円、農林水産業費６８５万６

千円、商工費が２００万円、消防費１９３万円、教育費７１６万７千

円、災害復旧費８，４２１万６千円をそれぞれ追加し、土木費２２０

万円を減額するものでございます。 

 次に、債務負担行為の補正でございますが、第１次後期高齢者医療

制度電算システム改修費用として、平成１９年度から平成２４年度の

期間で、限度額３千万円の債務負担を設定するものでございます。 

          また、地方債の補正につきましては、その借入限度額を、２４億６，

７１０万円と定めるものであります。 

◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   議長。 
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          それでは７９号の補正予算に伴います内容につきまして、ご説明を

させていただきます。 

まず初めに、このたびの補正予算の概要につきまして、説明をさせ

ていただきます。 

補正予算議案説明資料、お手元に配布させていただいておるもので

ご説明をさせていただきたいと思っております。 

まず１ページをお開きいただきたいと思います。 

１につきましては、会計別予算の状況でございます。 

まず枠内にあります一般会計の補正額につきましては、２億２，９

４７万４千円を計上をいたしております。補正後の累計額につきまし

ては、２０２億１，８２５万円となりまして、前年の同期と比べます

と、９３．６％で、約６．４％の減となっておるものでございます。

このたび、一般会計のほかに、農業集落排水または簡易水道事業特別

会計等につきましても補正の計上をいたしておりますので、よろしく

お願いいたします。 

続きまして補正の内容でございますが、２ページをお開きいただき

たいと思います。 

一般会計の歳入予算でございます。合計でございます補正額につき

ましては、２億２，９４７万４千円のうち、国庫支出金、繰入金、繰

越金、及び市債を主な財源としておるわけでございます。 

なお、１０款の地方交付税につきましては、今回の普通交付税の算

定額の確定によりまして、当初予算編成時には、前年度の交付額の割

合も２．５％の減を見込んでおりましたが、本算定の結果をみますと、

前年度の交付額と比較しますと２億２，６１１万５千円の２．７％の

減となっております。 

このことにつきましては全国の市町村の平均につきましては、４．

２％の減、広島県の市町村平均につきましては、４．４％の減少とな

っている状況でございます。 

３ページをお願いいたします。 

歳出予算の補正の要点の説明につきましては、後ほど、予算書の事

項別明細書に基づきましてご説明させていただきたいと思っておりま

す。 

４ページをお願いいたします。 

以降につきましては、性質別予算で資料を作成させていただいてお

ります。 

このたびの補正は、人件費といたしまして４２４万３千円の減、ま

た物件費といたしまして１，７３２万２千円、維持補修費といたしま

して１，４３９万５千円、補助費等におきましては１，６９８万９千

円、投資及び出資金２，９４０万円、繰出金が２，５９７万円、普通

建設事業費といたしまして４，５４２万５千円、災害復旧事業費が８，

４２１万６千円の増額となっております。 
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性質別経費の概要は下段に掲げておりますものでございます。 

続きまして６ページ以降につきましては、用語の解説をさせていた

だいておりますし、７ページ節別の補正予算額の概要を、また８ペー

ジ、９ページにつきましては、それぞれの款別の節ごとの補正額を掲

げておるわけでございます。ご参考にしていただきたいと思っており

ます。 

それでは、一般会計補正予算の要点の概要につきましては、予算書

の補正予算書に基づきまして、沖野財政課長の方からご説明をさせて

いただきますので、どうかよろしくお願いをいたします。 

◯沖野財政課長   議長。 

◯松 浦 議 長   要点説明を求めます。 

          財政課長 沖野文雄君。 

◯沖野財政課長   それでは補正予算書の１０ページからご説明を申し上げます。 

１０款の地方交付税、１，６４３万３千円の減額は、普通交付税の

確定によるもので、平成１９年度の普通交付税交付額は、８０億８，

３５６万７千円で、前年度の確定額と比較して、２．７％の減、交付

額で２億２，６１１万５千円の減少となっております。 

１３款の使用料及び手数料、１項の使用料、７目の教育施設使用料、

１０２万１千円の増額は、社会教育施設及び体育施設使用料をそれぞ

れ増額するものでございます。 

１４款の国庫支出金、１項の国庫負担金、３目の災害復旧費国庫負

担金、６，２４１万６千円の増額は、過年度災害の復旧費の増額によ

るものでございます。 

１１ページの２項の国庫補助金、２目の衛生費国庫補助金、１８３

万８千円の増額は、個人設置の小型合併処理浄化槽整備補助金１３基

分の追加に伴う国庫補助金の増でございます。 

３目の土木費国庫補助金、９１３万円の増額は、平成１８年度の地

方道路整備臨時交付金の精算交付金でございます。 

１５款の県支出金、１項の県負担金、２目の民生費県負担金、９３

万１千円の増額は、民生委員・児童委員関係の県移譲事務交付金の増

でございます。 

２項の県補助金、２目の民生費県補助金、７１４万６千円の増額は、

地域生活支援事業費、自立支援法施行円滑化支援事業補助金の増でご

ざいます。 

３目の衛生費県補助金、１２１万７千円の増額は、個人設置の小型

合併処理浄化槽整備補助金１３基分の追加に伴う県補助金の増でござ

います。 

４目の農林水産業費県補助金、３万９千円の増額は、こだわり米助

成金の増額に伴う、米づくり推進対策補助金の増でございます。 

１２ページをお願いいたします。 

３項の委託金、６目の教育費委託金、６７万円の増額は、子どもと
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親の相談員活用調査研究事業及び生徒指導推進協力員活用調査研究事

業にかかる委託金を新たに計上するものでございます。 

１８款の繰入金、３項の基金繰入金は、財政調整基金を２，９３７

万３千円増額、及びたかみや湯の森のポンプ電気施設等の雷被害防止

工事の財源として、たかみや湯の森管理運営基金繰入金を１００万円

増額するものでございます。 

１９款の繰越金は、前年度の実質収支額、歳計剰余金１億９，８２

０万８千円のうち１億円を財政調整基金に繰り入れし、残りを純繰越

金とするもので、当初予算措置額５千万円の差額である４，８２０万

８千円を今回増額するものでございます。 

１３ページにまいりまして、２０款の諸収入、５項の雑入は、４２

１万８千円の増額で、管財課関係雑入は、落雷被害による公共施設の

修繕費にかかる災害共済金、３２５万２千円、社会福祉関係雑入は、

市外の方の福祉ホーム入所負担金、９６万６千円を増額するものでご

ざいます。 

２１款の市債、１項の市債、８目の特別会計繰出債、２千万円の増

額は、簡易水道事業債の一部を一般会計で借り入れ過疎債に振り替え

るものでございます。 

９目の臨時財政対策債、１，４３０万円の増額は普通交付税の確定

に伴う交付税からの振り替え財源の増でございます。 

１０目の災害復旧債、１，５００万円の増額は、過年度の土木災害

復旧事業に充当する起債を増額するものでございます。 

１１目の上水道債、２，９４０万円の増額は、甲田上水道施設改修

に伴う、上水道事業への出資金に充当する出資債を計上するものでご

ざいます。 

引き続きまして歳出でございますが、１４ページをお願いいたしま

す。 

２款の総務費、１項の総務管理費、１目の一般管理費、８９３万１

千円の増額は、１３節の委託料８６７万１千円の増が主なもので、給

与電算システム改修費及び職員履歴電算システム改修費、４４６万１

千円、通知広報発送業務委託費、２９１万６千円、逓送業務委託費１

２９万４千円をそれぞれ増額するものでございます。 

５目の財産管理費は、１，３２７万７千円の増額で、財産管理総務

費、３５０万円は、甲田町の元公民館小原体育館の地元への移管集会

所の改修助成金を計上するものでございます。 

基幹集会所管理費、９７７万７千円は、集会所修繕料３０万円、吉

田町郷野コミュニティ集会所白アリ駆除手数料３４万５千円を増額し、

地域集会所施設整備補助金９１３万２千円を増額するもので、新築２

カ所、改築２カ所への補助金でございます。 

１１目の行政情報処理費、６７１万６千円の増額は、機構改革に伴

う電算システム改修費、５１４万１千円、平成２０年度から実施され
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る後期高齢者医療制度に伴う第１次機器整備費用をリースとして債務

負担いたし、今年度の費用として、使用料及び賃借料を１５７万５千

円計上するものでございます。 

１２目の自治振興費、１００万円の増額は、たかみや湯の森管理基

金を財源として、湯の森のポンプ電気施設の落雷被害防止工事費を計

上するものでございます。 

１４目の第２庁舎・総合文化福祉保健施設整備事業は、費目の組み

替えで、当初消防訓練塔の移設を補償費で計上しておりましたが、こ

れを工事請負費に組み替え、備品購入費を文化センターの舞台道具、

展示用の需用費の消耗品費に組み替えるものでございます。 

１５ページにまいりまして、２項の徴税費、１目の税務総務費、１

１万２千円の増額は、審査申し出の増による固定資産評価審査委員会

委員報酬を増額するものでございます。 

２目の賦課徴収費、４８万５千円の増額は、平成２１年度の土地の

評価替えに向けて、評価基準案を検討する委員報酬を計上するもので

ございます。 

３款の民生費、１項の社会福祉費、２目の障害者福祉費は、１，２

５７万２千円の増額で、１３節の委託料２５３万４千円は入所者の増

に伴う、清風会竹原寮の障害者福祉ホーム事業委託の増でございます。

１９節の負担金補助及び交付金、８６１万円は、県の自立支援法施行

円滑化支援補助金を財源とした、就労促進事業、通所サービス、デイ

サービス利用促進事業補助金の増でございます。２３節の償還金利子

及び割引料、１４２万８千円は、前年度の地域生活支援事業の国県補

助金の精算返納金でございます。 

６目の人権推進費、１２０万円の増額は、甲田町の中央集会所の下

水道接続に伴う費用を計上するものでございます。 

１６ページをお開きください。 

２項の児童福祉費、２目の保育所費は８８万６千円の増額で、１１

節の需用費６４万９千円は、ふなさ保育所の落雷被害に伴う火災報知

機などの修繕費、１３節の委託料２３万７千円は向原こばと園の空調

設備点検委託費でございます。 

３目の児童手当費６６万９千円、４目の児童扶養手当費、１０万４

千円の増額は、児童手当にかかる前年度の国県補助金の精算返納金で

ございます。 

６目の児童福祉施設費は１１節需用費において、向原児童館の自動

ドア修繕料２７万２千円、１５節工事請負費において、子育て支援施

設へのフェンス改修工事費１９５万円でございます。 

４款の衛生費、１項の保健衛生費、４目の環境衛生費は、８，０７

６万９千円の増額で、１９節の負担金補助及び交付金、２，７８５万

８千円は、水道未普及地域を対象として、上限を７０万円としており

ます、飲料水供給施設整備、井戸整備補助金として３９件分、１，９
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１９万８千円、個人設置型の浄化槽整備補助金、１３基分８６６万円

の増でございます。２４節の投資及び出資金、２，９４０万円は、一

般会計出資債を財源として、甲田上水道改修に伴う経費の資金として、

上水道事業に出資するものでございます。 

２８節の繰出金、２，３５１万１千円は簡易水道事業特別会計への

繰出金で、うち２千万円は過疎債の振り替え分でございます。 

１７ページにまいりまして、６目の火葬場費５６万２千円は、蓬莱

苑のバーナー取替費でございます。 

６款の農林水産業費、１項の農業費、２目の農業総務費、２４５万

９千円の増額は、農業集落排水事業特別会計への繰出金でございます。 

４目の農業生産支援費は、３７４万６千円の増額で、１１節の需用

費、３２万４千円は、レインボーファームの消防施設、給水設備、ボ

イラーの修繕費でございます。１５節の工事請負費、３４万４千円は、

青空市場、湯の森のカウンター等の改修工事費でございます。 

１９節の負担金補助及び交付金、３０７万８千円は、イノシシ等防

護柵設置助成金、集落３カ所分３００万円、及び県費２分の１の、こ

だわり米産地育成事業補助金、７万８千円の増でございます。 

１８ページをお願いいたします。 

２項林業費、１目の林業総務費、２１万円の増額は、広島県が森林

地図情報システムを導入するにあたり、市町負担金となっています。 

３項の水産業費、１目の水産業総務費、４４万１千円の増額は、ヤ

マメ養魚場の取水施設の復旧工事費を計上するものでございます。 

７款の商工費、１項の商工費、３目の観光費２００万円の増額は、

八千代町琵琶ケ池キャンプ場の管理棟改修工事、八千代町潜龍峡転落

防止防護柵改修工事、美土里町ほととぎす遊園浄化槽改修工事費を計

上するものでございます。 

１９ページの８款の土木費、１項の土木管理費、３万円の減額は、

事務費の調整となっております。 

２項の道路橋梁費、１目の道路橋梁総務費２２０万円の減額は、１

１款の公共土木施設災害復旧事業費に事業費支弁として給与費を２２

０万円増額することから、総務費の当該金額を減額するものでござい

ます。 

３項の河川費、１目の河川総務費、３万円の増額は、江の川改修促

進広島県期成同盟会負担金でございます。 

２０ページをお開き願います。 

９款の消防費、１項の消防費、１目の常備消防費は、費目の組み替

えとなっております。 

２目の非常備消防費１７３万円の増額は、負担率の増に伴う消防団

員退職報奨金基金への負担金の増となっております。 

３目の消防施設費２０万円の増額は、消防ポンプ等修繕費の増でご

ざいます。 



 63 

１０款の教育費、１項の教育総務費、２目の事務局費は７３万５千

円の減額で、１節の報酬２６４万円の減額は、英語指導助手の１名が

８月から県派遣となり、不要分の報酬を減額するものでございます。

８節の報償費６６万５千円は、県の委託金を受けて実施いたします、

子どもと親の相談員及び生徒指導推進協力員への謝礼金でございます。

１９節の負担金補助及び交付金１０５万円は、私立幼稚園就園奨励費

補助金で制度改定に伴う対象者の増によるものでございます。 

２１ページの２項の小学校費、１目の学校管理費は１８５万４千円

の減額で、主な増減について説明いたしますと、１１節の需用費５７

万６千円の増額は、学校施設の修繕費の増でございます。１４節の使

用料及び賃借料、２５０万円の減額は、入札執行に伴う小学校パソコ

ンリース費用の減でございます。 

３項の中学校費、１目の学校管理費は１０５万３千円の減額で、１

１節の需用費４３万２千円は、学校施設修繕料でございます。１４節

の使用料及び賃借料１４８万５千円の減額は、入札執行に伴う、中学

校パソコンリース費用の減が主なものでございます。 

２２ページをお願いいたします。 

４項の幼稚園費１２万１千円の増額は、遊具の修繕費の増でござい

ます。 

５項の社会教育費、１目の社会教育総務費は２６１万９千円の増額

で、１１節の需用費、５０万４千円は、ミューズ、向原公民館・美土

里山村開発センターの空調設備の修繕費でございます。 

１３節の委託料、２７万９千円は向原多目的集会所の白アリ駆除委

託費でございます。１４節の使用料及び賃借料は、市民文化センター

ホール配置のピアノのリース費用でございます。 

１５節の工事請負費１４２万円は、四季の里の落雷被害に伴う施設

の修繕工事費でございます。 

２３ページの２目の生涯学習推進費４２万円の減額は、８月に開催

いたしました、成人式にかかる経費の精算でございます。 

４目の公民館費１２万円の減額は、高齢者大学の会場使用料の減で

ございます。 

７目の文化芸術振興費５６万９千円は、市民文化センター落成記念

行事開催などに伴う補正でございます。 

６項の保健体育費、１目の保健体育総務費は７３１万９千円の増額

で、８節の報償費、３７万円は、全国大会等出場選手団体の増加見込

みにより、スポーツ奨励金を増額するものでございます。１５節の工

事請負費６９４万９千円は、社会体育施設１３カ所のグランド照明機

器等の改修工事費を計上するものでございます。 

３目の学校給食費７２万１千円の増額は、給食施設のフード排気口

清掃委託費４６万９千円、美土里給食調理場の排水溝改修工事費を増

額するものでございます。 
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２４ページをお開きください。 

１１款の災害復旧費、２項の土木施設災害復旧費、１目の公共土木

施設災害復旧費８，４２１万６千円の増額は、過年度災害復旧費の増

額によるものでございます。 

５ページに戻っていただきまして、債務負担行為の補正をお願いし

たいと思います。 

第１次後期高齢者医療制度電算システム改修費用として、平成１９

年度から平成２４年度を期間として、システムサーバー、端末等、機

器整備費、及び制度改正に伴う老人保健、国民健康保険システム改修

費、収納、滞納システム構築経費等、限度額３千万円の債務負担行為

を設定いたすものでございます。 

６ページをお願いいたします。 

地方債補正でございますが、特別会計繰出債を２千万円増額して５，

２７０万円に、臨時財政対策債を１，４３０万円増額して６億７，４

３０万円に、災害復旧事業債を１，５００万円追加して１億２千万円

に、一般会計出資債を２，９４０万円追加し、補正後の借入限度額を

２４億６，７１０万円とするものでございます。 

以上で要点の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

◯松 浦 議 長   以上で要点の説明を終わります。 

          この際、１６時５０分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時３８分 休憩 

午後 ４時５０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

          お諮りいたします。 

          本日の会議時間は都合により延長したいと思いますが、ご異議ござ

いませんでしょうか。 

           〔異議なし〕 

◯松 浦 議 長   ご異議なしと認め、本日の会議時間は延長をいたします。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑ありますか。 

◯山 本 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １６番 山本三郎君。 

◯山 本 議 員   ２３ページの保健体育費の中で、説明を受けましたが、保健体育総

務費の中の施設の中で、工事請負費６９４万９千円、１３カ所の照明

設備とありましたが、その１３カ所というのをどことどこかというの

をお聞きしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          教育次長 益田博志君。 
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◯益田教育次長   ただいまのご質問にお答えします。 

          これはグランド等の照明器具が危険な照明器具がございまして、そ

れの緊急対応をするために補正の追加をお願いしたものでございまし

て、１３カ所は八千代の中央グランド、それから高宮中学校のグラン

ド、来原の小学校のグランド、船佐小学校のグランド、美土里中学校、

船佐東のコミュニティ広場、それから高田原のスポーツ広場、高宮の

Ｂ＆Ｇ海洋センター、それから八千代のＢ＆Ｇ、それから吉田運動公

園等でございます。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯松 浦 議 長   １６番 山本三郎君。 

◯山 本 議 員   今１３カ所説明を受けましたのでその工事の請負については、よく

わかりました。 

          ただ、この補正にかかわることを質問しなくてはいけないと思いま

すが、１点ほど、これは向原の総合グランドでスポーツ少年団と高齢

者の方の生きがいであるグランドゴルフが非常に体育施設を利用され

るのに場所取りと申しますか、非常に困難されとるということを、こ

の際承知していただいて、今後のひとつ教育保健体育の中で検討を加

えていただくようにということで、補正費と関係ないことですが、付

け加えさせていただきますので、よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   ほかに。 

          １７番 今村義照君。 

◯今 村 議 員   ５ページの債務負担行為についてちょっと詳しく説明をお願いをし

たいと思います。 

          一部サーバー等を含めて改修するということでございますけれども、

限度額はわかりますが、詳細がわかればお願いしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   先ほど予算の補正の中でも課長の方からご説明をさせていただきま

したように、今回の第１次後期高齢者制度システム改修費用というこ

とでございます。さきにもご説明をさせていただきましたように、広

島県全体の後期高齢者の事業として、取り組まれるわけでございます

けども、そうした制度に伴いまして、本市の単独で取り組んでおりま

す、電算システムの改修が必要になってきたわけでございます。その

ために当該システムを使用するための機器等に伴います、５年間リー

スの平成１９年度から平成２４年度までを、この債務負担行為という

ことでさせていただいておるわけでございます。今年度につきまして

は、１月から３月の３カ月分を補正をとらさせていただいております。

全体的な事業といたしましては、債務負担行為を３千万とらせていた

だいている関係で、３，１４８万１千円の事業で済ませていただきた

いと考えております。 



 66 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質問ございませんか。 

          ２番 秋田雅朝君。 

◯秋 田 議 員   はい。 

          １２ページの教育費委託金についてお伺いしたいと思います。 

ここで子どもと親の相談員活用調査研究事業委託金、また生徒指導

推進協力員活用調査研究事業委託金でございますが、このことについ

ての内容とまたこれが今後何か事業として、取り組まれるのかどうか

ということをお伺いしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          教育参事 永井初男君。 

◯永井教育参事   ただいまの秋田議員のご質問にお答えいたします。 

          この２つの事業とも国の１００％の補助事業でありますが、１点目、

子どもと親の相談事業につきましては、現在旧吉田町の可愛小学校に

１名の相談員がついております。 

          それから生徒指導推進協力員につきましては、同じ協力員でござい

ますが、同じく吉田町の吉田小学校、郷野小学校２校についておりま

す。背景といたしましては、議員さん方ご承知のように、現在市内不

登校の児童生徒が増加傾向にありまして、その中でも吉田中学校が市

内におきましては、かなり高い比率で不登校の生徒が在籍していると、

いう背景がございまして、このあたりの解決を図っていくためには、

当該校であります吉田中学校はもちろんですが、その就学前にあたり

ます、吉田中学校の校区内であります３小学校におきます児童も事前

防止といいますか、そういった早期発見、早期対応ということで子ど

もたちの健全育成を図ることを通して、不登校の児童生徒を減少させ

ていこうという目的で、現在、配置をしておるところでございます。 

          国の事業ということでございまして、今後についての見通しという

ことは、まだ現在のところははっきりしておりません。もちろん県を

通して配置をしていただいておるということでございます。 

          よろしくお願いいたします。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          ９番 松村ユキミさん。 

◯松 村 議 員   ２０ページの教育費、教育総務費ですが、説明の中で、これは１０

款ですが、報酬の２６４万円が減になっているわけですが、そこの説

明のときに英語助手が１人、県の方へ行かれるということを聞いたの

ですが、今現在各町１人ずつおられる中で、これがまた１名減になっ

たのかどうか、そこらあたりをお伺いいたします。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 
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◯佐藤教育長   ＡＬＴに対します減のことですが、八千代に配置しておりましたＡ

ＬＴが、３年の期限が切れます。そういう関係でその後どうするかと

いうことについて、本人の方から県の方へＡＬＴの要望があるので、

そちらの方へ行きたいという、安芸高田市としては八千代の方におっ

てもらいたいわけですが、本人の希望がありまして、やむを得ず県の

方のＡＬＴとして活躍することになりました。 

          主に宮島工業とか廿日市の方の高等学校の方を担当するＡＬＴとし

て出るということでございまして予算を組んでおりましたけれども、

県の方へ行ったということで減額にしておるところでございます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １番 明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。 

          今の２０ページのＡＬＴの関係ですけど、先ほどの説明では県へ派

遣したという話だったですが、これは市から県へ派遣されたのでしょ

うか。それだったら説明がちょっと違うと思います。県に派遣したわ

けではなくて、本人がもう市をやめて県に移ったという話だと思いま

す。 

          そうなれば市のＡＬＴがまた減りました。毎年毎年ＡＬＴが減って

いると思います。今回もこの話は早くからあったと思いますし、大体

４月ぐらいに交代を探して連れてくるのが、今までのならわしではな

かったかなと思います。 

          しかし今回ＡＬＴをやめることになって、補充されなかったのは、

どういう理由なのか、まず１点をお聞きします。 

          それと先ほどの債務負担行為ですが、システム改修費用となってお

り、リースという説明がございましたけども、改修をするのは、ハー

ド事業でしょうか、ソフト事業でしょうか、それをお聞きします。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          まず教育長 佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   はい、議長。 

          先ほどのご質問にお答えをいたします。 

          八千代のＡＬＴにつきましては、安芸高田市でのＡＬＴということ

については断って、そして県のＡＬＴとして活躍するということにな

りました。安芸高田から県へ派遣するという意味でなく、議員が言わ

れるとおりでございます。 

          次にＡＬＴの数でございますが、そのことによりまして、それぞれ

の学校に大きな負担があるだろうということでございますが、そのこ

とも想定をいたしまして、それぞれの学校等へ派遣をいたします時間

数につきましては、調整をさせてもらっておるところですが、今後Ａ

ＬＴをどのようにするかということでございますが、基本的にこれま
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では国の補助がＡＬＴについてはあったわけでございまして、それぞ

れ各町でＡＬＴを配置しておる状況ですが、県内どこも財政的に厳し

いというようなことがあるということも含めまして、うちの中でそれ

が十分に流れるかどうかということを担当課の方で検討をさせました

結果、今の運用の中で流れるという話を聞きました。それで教育長と

しても踏ん切りをつけたというところでございます。 

          教育委員会の中にもう１人、非常勤講師で日本の先生でございます

が、非常勤講師で日本語もできるし、英語も十分にできるということ

なので、外国の方の英語ということについてなれるのも結構ですが、

来年度から小学校の５、６年生で総合的な学習の時間が１時間減りま

して、それを英語科ではなしに英語活動として、必修という形で置く

ということがございますので、これまでとは違ったやり方での英語力

というものをつけていきたいという形で、その日本人である者をフル

に活用しまして、ご活動を、皆さまの充実を図っていきたいと考えて

おるところでございます。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   債務負担行為についてのご説明をさせていただきます。 

          今回先ほども説明をさせていただきましたように、平成２０年度か

らこの実施されます、後期高齢者の医療制度に伴いますシステム改修

でありまして、本市におきます関係既存のシステム改修費と当該制度

に使用するための機器の購入の費用でございます。 

          まず１点といたしまして、徴収管理システム用におきますソフトの

パッケージを７８６万２，９９０円の税別で見させていただいており

ます。 

それと後期高齢者の制度の関係システム導入、またシステム改修費

用ということで、１，７１２万１，２００円の税別、合計２，４９８

万４，１００円でございますが、これに対するリース利率５年リース

の２％掛けることの消費税になりますと、１カ月が５２万４，６６８

円でございます。全体的な事業といたしましては、３，５４８万１，

０００円という事業費になろうかと思っております。 

以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          続いて１番 明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。 

          先ほどのＡＬＴの関係ですけど、教育長の方は、これにつきまして

現状で対応できると判断されたと言われましたけど、しかしながら今

まで来ていただいてたＡＬＴがここに来てないと。例えば保育所なり

小学校なりの対応も減っているというふうに伺ってます。それは現状

で対応できてるという判断と異なるのではないかなと考えます。 

          先ほど言われましたように、また日本人の方でそういうのが対応で
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きるというのがありましたけど、今後もやはりこのことについて考え

ると、やはり市長の地元でもあります高宮においても、国際交流をニ

ュージーランドとされまして、非常にあそこに行くと英語がよくわか

る人が、たくさんいらっしゃるように思われますが、これまで市長が

地元でそういう力を出されたし、やられたのではないかなと考えます。 

          今、時代のニーズとしてそういうのが必要になってきているのでは

ないかなと考えまして、先ほど言われましたように、小学校は必修科

目として出てくるということもあります。であれば、やはり安芸高田

市としても、その辺を考える必要があるのではないかなと考えます。 

          例えば今県からの派遣で、高校に来られているＡＬＴの方がいらっ

しゃいます。市内の方にもいらっしゃいます。その方々はそんな広い

範囲を受け持っていないと判断をするのですが、そのあたりを活用す

ることは、まずできないのかお伺いしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

          まず安芸高田市の小学校におきます、英語活動が必修に国の方で移

行するということを想定いたしまして、ＡＬＴの雇用ということで、

我々は活用させてもらっておりました。 

          ただそれだけでは、英語力はなかなか身につかないと、要するに今

後英語活動を進めていくためには、学級担任が英語をきちんと英語活

動として自信を持って、指導ができるということの体制が必要だとい

うことで、昨年度と今年度、委託として松香フォニックスという先生

の英語力の表現を鍛える、特別なそういう会社があるわけでございま

すが、そこに委託をいたしまして、安芸高田の方へおいでていただい

て、この教科書等独特のものをつくっておりますから、それをもとに

しながら小学校の先生方の英語力について、鍛えてきたつもりでおり

ます。今年の８月には田園パラッツォで英語を担当する、あるいは英

語を担当する学校の担当者を全員高宮の田園パラッツォに集めまして、

そこでも改めて、松香フォニックスの方から、指導をしていただきま

した。 

          今後はＡＬＴも必要でございますが、そういうことも自前で鍛えて

いくということも、ある程度想定しながら英語活動についての、先生

方に自信を持たせるような取り組みが、本当の意味で私は子どもたち

に力がつくという方法になるのではなかろうかなと考えておるわけで

ございます。 

          十分、ｇｏｏｄ ｂｅｔｔｅｒ ｂｅｓｔということになりますと、

ｂｅｓｔということになりましたら、一点の曇りもないということが

あるかもわかりませんが、状況としてはできるだけのことは配慮をし

ながら、また陣容が変わったならば改めてそういう者を獲得する中で、

語学と同時に国際理解に対する見識をつけていきたいと考えていると
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ころでございます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １９番 岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   １０ページで今年は地方交付税が早く確定したということで、早く

確定したら減っていたというような説明ですが、ただ国の平均は４．

７％だが、県の平均を２．７％ですか、それよりもうちが平均は少な

かったと。２．５％で出ている実績を受けて予定していたけども、２．

７％、約０．２％余計に確定が終わったら減っていたと。そこの減っ

たという数字だけはわかるのですが、去年の算定資料に基づいて、ど

こが違って減ったかと、つかんでおられれば教えてください。 

          それでこの４月と６月に、それから９月、１１月に返ってくるだろ

うと、普通交付税は９月の分はまだ返っていないのかどうかについて

伺います。 

          以上です。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   確かにご指摘いただきますように、今年度の交付税につきましては、

２億１，６１１万５千円の減額分を、減少を出させていただいており

ます。この分析をさせていただきますと、減少の大きな理由といたし

ましては、やはり税源の移譲等によりまして、その税収の基準財政収

入額が、非常に増加したことが大きな要因があるのではなかろうかと

考えております。 

          そういうことで、先ほどのご説明をさせていただきましたように、

４．４％の県の段階でも今の本市におきましては、２．７％の減とい

う状況の判断を見させていただいております。確かに基準財政需要額

も一昨年来から比べますと、約１億８千万ぐらいの増額をみさせてい

ただいております。 

          ただし、需要額等につきましては、やはり７千万ばかりの減額等を

とっているわけでありますけども、ご承知いただいておりますように、

交付税の算定方法というものを簡素化になり、新型交付税というもの

が導入されてきております。そういう状況の中を見ますと、やはり今

の従来型より多少人口規模、そういう割合方法の中で、今回も人口の

割合と面積按分、そういうような状況の中で積算をさせていただいて

おります。 

          本年の１９年度の算定につきまして、本来であれば市におきます、

交付税の算定の基礎資料というものが来るわけですが、まだ来ており

ません。単位費用の細かい部分で、来てない状況でございます。この

大きな要因の中でも、今年度等からは各自治体で、頑張る地方応援プ

ログラムということで、交付税をある程度の数値に基づきまして、そ

この部分だけ増額をするというような状況をみております。 
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          平成１９年度の交付税におきましては、そうした地方の応援プログ

ラム算定額というのが９月とされまして、大体今回の算定の中の内訳

を見ますと、国が積算しておるものにつきましては、大体２億１千万

ぐらいそうした安芸高田市の、そうした地方応援プログラムというも

のを算定。これがやはり出生率とか税の徴収率また地域の振興関係に

関する経費、事業者数とかやはり若者の就業率、そういうものを基礎

として、積算をするというのがある程度今回導入されてきておる状況

でございます。 

          どちらにいたしましてもそうしたことで、年々全体額の場合は小さ

くなるわけでございますので、１０年間においては多少のこの８０億

の基盤を持つことがあると思いますけども、今後におきましては、５

年間で約６０億円を交付税になるのではなかろうかと、いうような思

いの計算をさせてもらっています。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

◯新川総務部長   議長。 

◯松 浦 議 長   もう一度、答弁を求めます。 

◯新川総務部長   交付税の交付時期の９月につきましては、公報されておるという状

況でございます。 

◯岡 田 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １９番 岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   新しいことをたくさん教えてもらいましたが、要はその新型交付税

になろうがなるまいが、そのうちのいわゆる見積もりが、２．５％で

前年度に予算をカットされ、しかし１．７％で一見確定したと、その

新型交付税が導入されたが、通知が来てないと言われますが、来たら

市の査定と国の決定した額が、どこの部分が違っていたかというのは

わかるはずですよね。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   確かに積算的な形のものにつきましては、岡田議員ご指摘のとおり

でございます。 

先ほど来ご説明をさせていただきましたように、新型交付税である

程度数値の報告はいたしますけども、国の方で積算をして、その包括

的な算定ということで人口なり面積、公債費等については、確実に元

利償還部分の８割なら８割、７割なら７割を算入はしてくれますけど

も、そこの分析を現在我々がするという状況は非常に難しい状況がご

ざいます。 

ただ資料的な面については、昨年度と精査するということはできま

すけども、先ほども言いましたように基準財政需要額の中でも全体的

な中では５，７００万ぐらい伸びておりますけども、収入額の方で先

ほど言いました１億８，０００万ぐらいの収入額は増額になっており
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ますから、その分の３割分ぐらいは、減ってくるわけで、収入が多い

ほど交付税はだんだん少なくなってくるという理屈になりますので、

そういう現象というものは出てくるのではなかろうかと思っておりま

す。 

どちらにいたしましても、今回のそうした積算をさせていきますと、

８５億８，３５６万７千円という数字を見させていただいたわけでご

ざいます。 

以上でございます。 

◯岡 田 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          １９番 岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   結局、新型交付税になろうがなるまいが、各自治体でこれだけ地方

交付税が予定だと、いうなれば国が一方的に交付税を決めてきますの

で、今までの段階補正で、いろいろな事情によってありますが、その

係数は国がつけたりしても市としてはよそはこうしておったと、いう

ようなことがわかるようになっているんでしょ。それはどこの自治体

でも。 

          最後にお尋ねいたします。 

◯松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   その国の財政計画なり、県の財政計画の指標に基づき、我々は当初

の予算では、編成することしかできません。１９年度の交付税額につ

きましては、市町村の行財政室が報告いたしております方については、

４４％の減ということでございましたが、そうした計画数字に基づい

て、やはり当初の積算をするという方法しか、今の段階ではないとい

うことでございます。できるだけ堅い数字を計上させていただきたい

というのが、現状でございますけども、今の状態ではそうした国の財

政推計、また県の財政状況等を交わした形の中の数値の事実に基づい

た当初の予算編成というような考え方でございます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯川 角 議 員   はい。 

◯松 浦 議 長   ６番 川角一郎君。 

◯川 角 議 員   それでは１点ほどお伺いをいたします。 

          今日いただきました補正予算の議案説明資料の中の３ページの方に、

１１の項目でもございますように、災害復旧費が８，４２１万６千円

というのが補正にあるわけですが、これは農林関係そして国道土木関

係含んでおると思いますが、補正後は約４億という数字になってくる

わけです。１８年度に大きな災害があったわけですが、大体これで１

９年度中の見込みは今出ておる災害については、１９年度では全部補
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修できるということになるのか、この金額はまだまだ復旧費としては

膨れていくのか、そして、１８年度にはこの全部請負が済んで、こう

いう推移で終わっているということの内訳、そこをひとつお伺いした

いと思います。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   ただいまのご質問にお答えいたします。 

          今回８，４２１万６千円の補正をさせていただいておりますが、こ

れにつきましては、公共土木災害ということでございます。今災害の

進捗でございますが、昨年査定を受けましたのが、道路、河川併せま

して１１４カ所ございます。その中で平成１８年度に発注をさせてい

ただいておりますのが８２件。１９年度になりまして現在２件を発注

済でございますが、この１０月までにあと３０件の発注を予定させて

いただいております。大体おおむね全部発注が済むということで現在

進めているところでございます。 

          そういう中で既に発注したものにつきましては、今大体７５件ぐら

いは完了をしていると、これは道路、河川併せてということでござい

ます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   ほかに質疑ありませんか。 

◯入 本 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １５番 入本和男君。 

◯入 本 議 員   はい。 

          今回の補正で、落雷の関係がよく出ますけど、落雷というのは公共

施設に落ちると、ライフライン、生活の水道なら水道が止まったり、

保育所だったら火事になったりとか、園児が避難するとかいう問題が

あろうかと思いますが、避雷針との効果がどうしても、実際勉強して

ないのでわからないですが、避雷針の設置状況、また避雷針の効果等

はどのようになっているのか伺いたいのが１点と。 

          それから先ほどおっしゃいましたパソコンの教育の関係ですが、明

確になっておるのが、非常によろしいことなんですけど、２５０万と

１４８万５千円。これ事業内容は大体私も覚えておりますけど、入札

業者は市内だけでやられたのか、市外が絡んで市外業者にもしたのか、

それとも市外の業者にしたのか、そのあたりを伺いたいと思います。 

          ２点よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   落雷の関係でございます。 

          ご指摘いただきますように、公共施設は保険にも加入もいたしてお

ります。１００％で対応できるということで、町村会の保険に加入い
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たしておりますが、非常に財源としては有利に使わせていただいてお

る状況でございます。 

          この施設施設によりまして、非常に対応があろうと思いますが、こ

の湯の森ということになりますのは、その電源のもとが切れるまでに

一応そうした避雷針でそこへ雷を引っ張って、もとの電源が切れない

ようなシステムを構築するのが一番よいのではなかろうかという現場

の状況でございます。 

          上水道施設等にいたしましても、そうした避雷針に落ちることによ

って、たびたびにそうした故障が起こるという状況で、そのもとの電

気系といいましょうか、そこまで行かないとこでストップをさせると

いうようなシステム構築を、今やっておるというのが今回の状況でご

ざいます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          教育次長 益田博志君。 

◯益田教育次長   すみません。ちょっと調べますので。 

◯松 浦 議 長   暫時休憩いたします。 

           ～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ５時３０分 休憩 

午後 ５時４０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

          引き続き答弁を求めます。 

          教育次長 益田博志君。 

◯益田教育次長   大変失礼いたしました。 

          この入札業者の関係でございますが、指名競争入札を行っておりま

して、６社で２社に対して入札参加４社、それからＮＴＴ広島支店か

ら入札をいたしております。 

          小学校、中学校へそれぞれパソコン教室のためのリースの台数でご

ざいまして、小学校が１３校で３２０台、それから中学校が５校で、

高宮中学校は除きまして５校で１８１台でございます。それからサー

バーが５台ということでございまして、それの入札によります減額で

ございます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

◯入 本 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １５番 入本和男君。  

◯入 本 議 員   １件、落雷の件でございますけど、現在その公共施設にそういう予

知して電源が切れる状態をどのように把握しておられ、将来どのよう

な計画で付け替えることにしているのか伺いたいわけですけど、数字

が把握してなかったらしてなくてもよろしいですが、やはり落雷とい
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うものは非常に生活に不便を生じるので、今ありましたように、予知

して切れる状態が保険対応でできるとはいえ、安心安全というものが

あろうかと思いますので、この件につきましてはすぐ答弁できればそ

れですが、できなければ後ほどでも結構ですから、そういう整備がで

きているかどうかというのを伺います。 

          それと私が今教育次長の方へ入札業者が地元業者が何社おられて地

元業者だけで対応して、これだけの予算減がでるのはありがたいです

が、やはり地場産業育成ということになりますと、何社指名しておら

れるかわからないですが、できたら市内業者でやっていただきたい。

というのが、地場産業育成という中で、安ければよいのではなしに、

そういうふうな配慮があってやっておられるのか。それで予算をオー

バーするようでしたら、やっぱし市外に行かなければいけないのです

が、事業計画に対しての減が何％にあたるのか、そのあたりの補正を

伺いたいということでございます。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          まず総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   議長。 

          公共施設の管理体制につきましては、保険対応ということで今現在

させていただいております。今回の予算の計上させていただいており

ます関係につきましては、確かに安全対策の一環の中でさせていただ

いていますし、保険の雑入の中で予算をみさせていただいております

けども、そのことが費用がかかった分だけをそういう保険対応で実行

させていただいております。 

          確かにご指摘いただきますように、公共施設等の安全管理体制、指

定管理制度等もございますし、全体の保険加入については加入はいた

しておりますけども、一施設ごとの現状実態というものはまだ我々総

務の方ではつかんでおりません。このことにつきましては、もう少し

時間をいただきまして、各関係部との調整もとらせていただき、これ

を全部するということになれば、非常に多額の予算が要りますし、予

算措置等も必要になってくるのではなかろうかというように思ってま

す。 

          現状を分析しながら今後の対応に向けての検討課題として、実施を

させていただきたいと思います。 

          よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          教育次長 益田博志君。 

◯益田教育次長   ただいまのご質問でございますが、業者は市外業者でございまして、

これは１月の、今年の１月の１５日に入札をされたものでございまし

て、３月の１５日からリースが開始されております。それで、入札の

業者の選定にあたっては、業者指名選定委員会で業者の選定をしてい

ただいております。ただ、業者の選定に当たっては、やはり学校関係
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のこういうリースに接しておる業者ということが選定の中にあったの

ではなかろうかと思います。 

          それと入札率はちょっとここでは、私の方ではわかりませんので、

ただ予算に関係しては、当初予算では小学校の方１，５１２万３千円

に対しまして、今回２５０万の減額でございます。 

          それから中学校の方では、８４１万３千円に対しまして、１５０万

の減額をさせていただいております。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １７番 今村義照君。 

◯今 村 議 員   国と資金の運用について今年度の基本的な考え方をお聞きしたいと

思いますが、併せて今回基金繰入として２，９３７万３千円財政の方

へ繰入れるというわけで、今度繰越金の運用についての基本的な考え

方をまとめるように言われておりますが、それが一部市債として支出

され２，９４０万ぐらい充当されております関係について、今後どう

いうふうに考慮されようとしているのかお聞きをしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   繰越金の考え方でございますが、実質１７年度の決算額と１８年度

の決算額の繰越金を見ますと約２億ぐらいの差が出ていると思います。

このことにつきましては、こうした１８年度の分析を見させていただ

きますのに、年度当初の経常的な管理経費というのは削減をして、予

算編成をさせていただいたものではなかろうかと思います。 

          我々も４億ぐらいはというように思っておりましたが、２億弱の数

字を見たわけでございます。繰越財源は差し引かさせていただいてお

りますけども、財政法の中で、２分の１を積み立てをしなさいという

条文でございます。このことにつきましては、毎年度こうした繰越金

を積立金というのが基本的に考えていきたいと考えております。 

          それと基金の繰入という状況でございますけども、確かに本予算に

つきましても、ある程度の最小限度の関係とのご協力をいただいて、

予算計上をさせていただきました。そういう状況で、本来であればま

だ繰越額の方が基金元の流用をしなくても済むのではなかろうかと思

いますけども、やはり災害復旧等に、または緊急的にやらなくてはな

らないという予算等もございますので、今回２，９００万ばかりの予

算を減額をさせていただき、繰越をさせていただいたという状況でご

ざいます。 

          それと出資債の発行でございますが、このことにつきましては現在

甲田町で事業実施をいたしております、水道等の事業等に伴いまして、

財源補てんの有利な補てんということで、出資債というものを発行を

今させていただいております。この特別会計に対するそうした出資債
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の考え方につきましてもできるだけ、そこの企業の会計の方である程

度、歳入歳出のバランスの中でやっていただくのが本来でございます

が、大きい年度の事業ということで、出資債の発行をさせていただい

ております。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

◯杉 原 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １４番 杉原洋君。 

◯杉 原 議 員   はい、１４番。 

          １６ページの環境衛生費で、負担金補助及び交付金とありますが、

環境衛生総務管理費にかかるボーリングの件数がわかればお尋ねしま

す。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   ただいまのご質問にお答えをいたします。 

          現在今回の予算１，９１９万８千円に上げておりますのは、主には

美土里、高宮でございます。大体４０件程度を見込んでおります。 

◯松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ほかに質疑ありませんか。 

          １０番 熊高昌三君。 

◯熊 高 議 員   ３点ほどお伺いいたします。 

          １４ページの一般管理費の１３について委託料の中で先ほどの説明

で、逓送便の関係が云々というふうなことが説明にあったと思います

が、そこの中身について、追加の予算を組んだというような意味合い

だったと思いますが、もう少し詳しく説明をお願いしたいと思います。 

 それと１４目の第２庁舎の整備事業の関係で、費目の組み替えとい

うことでありますが、この理由についてもご説明願いたいと思います。 

          ３点目は、先ほど明木議員からちょっとありましたが、２０ページ

の教育費の事務局費の関係で、これには教育長話をされたのですが、

これは考え方の問題で少し確認をしておきたいと思います。市長部局

と教育委員会はそれぞれ違う役目を皆持ってやっているのは当然のこ

とですが、財政厳しいというのはそれは、市長部局、教育委員会であ

ろうと同じと思いますが、やはり教育委員会として踏ん張るところは

踏ん張るんだという、意思が余り見えないというふうに私は思います。

あらゆる予算の中で、先ほど言われたような方針で、例えばというこ

とでこのＡＬＴということが出ておりますが、どこが踏ん張ってどこ

までが必要なのかというふうなことで、教育委員会として本当に、教

育の場として信念を持って、来年度の予算を含めて考えていかれるの

かなというふうな、先ほどのような話では、少し見えないというよう

に私は感じたのです。中身については、形を変えていろいろやってい
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くというふうに言われましたが、このＡＬＴの関係で言うと、松香フ

ォニックスとか何とかいうような委託先の話をされましたが、ここが

委託料としてどのくらい出て、ＡＬＴの関係にというとどのように違

うのか、そして効果はというようなことも、ある程度話をしていただ

いて、だからこれをこうしますというところが見えれば、強い意志も

感じられますが、何か予算がないので、とりあえずこの予算が少しも

かからない方法で、ほかも少し削ればいいというふうに私は受け止め

ました。そこら辺の意思を少し確認したいというふうに思います。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          まず総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   議長。 

          一般管理費の中の委託料の関係でございます。このことにつきまし

ては、先ほども説明をさせていただきましたように、逓送用の公用車、

各本庁舎から分庁舎、また各支所、そうした逓送のあり方を４年目に

して、できれば１回で対応できないだろうかという、午前であれば午

前でという状況を当分の間、考えをさせていただいておりました。そ

ういう状況の中で、非常に決裁文書なり各支所との連携、分庁舎との

あり方、そういう文書を、やはり大きく移動をさせておるという状況

の中で、１日の１回で実施させていただいておりましたものを２回に

させていただくということで、今回その業務委託に伴います予算を１

２９万４千円、増額をさせていただいておるところでございます。 

それと今まで通知広報の発送業務というものを実施させていただい

ておりました。関係部局から、その毎月２回発送させていただく作業

につきましては、関係部局からあるそうした会議室の場で配送の枚数

を数えるとか、そうした毎回作業の日数に要しておりました。このこ

とがよく考えてみますと、通常の単純作業であるという判断をさせて

いただきました。職員がそうした作業に本当によいのだろうかという

考えも整理させていただいて、通常業務を追って本庁舎の方へ来てい

ただいて、発送していただくということになりますので、総務の職員

１名が、その業務に就きまして事業団に対して、その業務を委託をさ

せていただいておるという状況が、発送作業の委託という経費を計上

させていただいております。２９１万６千円でございます。 

それと一般財務では、もう少し電算システムの改修費ということで、

いろいろな給与カット等を現在も実施をさせていただいておりますが、

そうしたプログラムの改正ということと、現在消防吏員の辞令書の対

応につきましては、消防署の方で管理をいたしております。そういう

ところが職員の人事の履歴等も総括的に管理するという考え方の中で、

消防吏員の辞令書に対する対応システムというものを今回考えさせて

いただいております。 

その２件で給与カットにつきましては３４０万。また消防吏員につ

きましては１０５万８千円という計上をお願いをさせていただいてお
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るところでございます。 

合計８９３万１千円のそうした業務管理費に伴います、今回の補正

をお願いしておるという状況でございます。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   １４ページの１４目の施設の付け替えでございますけども、まず備

品購入費を１１１万１千円減額しまして、事業費の方へ振り替えして

おります。 

          備品購入費につきましては、ご承知いただいておりますように、既

存の備品等を最大限活用するということで、若干余裕が出てまいりま

した。一方で事業費となっておりますけども、いわゆるホールまたは

展示コーナーだと思いますけども、そこらあたりに細かいものを入れ

ていくということがございまして、教育委員会の方で精査をしていた

だいた結果、例えば舞台の大道具用の消耗品という形になるわけでご

ざいますけども、備品には入りませんけども、１．８メートル掛け１

メートルの緋毛氈であるとか、それから譜面台でありますとか、それ

から看板設置用のワイヤーでありますとか、そういった舞台業務用の

いわゆる消耗品が必要であるということ。それから舞台の音響等につ

きましては、変換コネクターと言いますが、いわゆるどういいますか、

その電源ですね、こちらからこちらへ、というふうな形のコネクター、

そういったもの。それからケーブル、それからビデオのケーブル、そ

れから８チャンネルのマルチケーブルとか、そういったようないわゆ

る音響の備品がありますが、それを接続して機能させる。そういった

線類を中心にして、こういったような備品にならないということがご

ざいます。そういったもの、それから展示パネルの消耗品ということ

で、パネルは備品に入りますけど、それに付属するパネルクリップや

電灯キャップというのがあると思いますが、それからワイヤーのフッ

ク、こういった備品に付属する、そういったものはいわゆる消耗品と

いうように分類される。そういったようなものが必要になってくると

いうようなことがございまして、備品購入費から事業費の方へ振り替

えをしたものでございます。 

          次に補償補填費及び賠償金の１，５００万を工事請負費で組み替え

をしておるということでございますけども、これはご承知いただいて

おりますように、新町１号線の向こう側に市民の皆さんの来客用とし

ても駐車場を設置しました。そこに消防の訓練塔がございまして、こ

の移設をしなくてはいけないということで、当初は補償補てんという

ことで、消防署の方でしていただくという予算組みをしておりました

けども、直接私どもの方でこの工事を行うということで、１５の工事

請負費の方へ組み替えをしたものであります。 

          特に私どものところ現在こうした建築なり土木の関係の技術に詳し

い職員もおりますので、直接工事をする方がスムーズに進むだろうと
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いうことの中で、組み替えをしたものであります。 

          以上であります。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   教育予算等ＡＬＴの関係等でございますけども、確かに教育委員会

は独立した行政機関であるということで、特徴もそのようになってお

るわけであります。ただそのときに教育委員会の予算総額の中で、全

体的に考えていかなくてはならないということもあります。 

          学校教育の中で一番大切にしておりますのは、授業が安心してでき

るというような学校体制は整えていきたいと思いますし、生涯学習に

つきましても地域住民が参画し、そして自分の目標を持って学習がで

き、あるいは活動ができるという体制をできるだけ可能な状況でつく

っていきたいというようには考えております。中で、そのときにＡＬ

Ｔについてでありますが、２月に大体３年契約で日本の方へ来て、そ

して説明を受けたものの中から派遣をされるわけでありますが、２月

の段階、あるいはこの４月の段階では、このＡＬＴはいてくれるだろ

うという想定でございました。しかしながら３年間が終了するという

時点で、県の方のＡＬＴの方で仕事をしたいということでございまし

たので、やむを得ず安芸高田でのＡＬＴということについては、あき

らめざるを得なかったということでございまして、その後の報酬につ

いての残が２６４万円出たということでございます。その後、英語教

育についてどのようにするかということでございますが、現在指導時

間等は組み替えを行っております。組み替えを行いまして、それぞれ

の学校で不自由をかけないように、仕事ができるようにということで、

最大限頑張ってもらっておるのが現在の状況でございまして、来年度

予算編成にあたりましては、再度そのことも踏まえまして、予算要求

をしてまいりたいと考えております。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          １０番 熊高昌三君。 

◯熊 高 議 員   総務部長なり自治振興部長なり詳しく説明いただきました。特に一

般管理費の委託料、このあたりが非常にたくさんあると改めて聞かせ

ていただきましたが、いろいろ事務経費の削減ということも含めて、

これを２回にしたということがどういう効果が出るのかなというよう

な、ちょっと今の説明ではわかりにくかったのですが。 

それとこれに関連するのかどうかということを含めて確認したいん

ですが、行政嘱託員を通じて毎月配布するものがあります、そういっ

た書類。こういったものはこの逓送関係とは全く別個なのかどうかと

いうことがあります。別個であればそれ以上のことは聞きませんけど、

そこのところをちょっと聞きたいと思います。とりあえず２回にした

ときのどういう効果が出るのかというところを再度お聞きしたいと思



 81 

います。 

          それと自治振興部長の答弁の中で、備品と事業費、当初からそうい

うものが目的としてわかってなかったのかなという気で、聞かせてい

ただきましたが、全く同じ金額でそういうふうな形になっていること

もありますから、いろいろ備品を利活用するということで我々も議会

の方もそういった意見を述べて、いい機会ですから、机がかなり古い

のを使ってもらっていますが古いなりのもので、下の方が、がたがた

外れたり、そういった実際そういうことも行われながらあったことも

覚えておりますが、そういった備品の活用はいいけども、修理をして

きちんとしたものを使わないと、いかに古いものを使ってというのは、

しょうがないということではすまない場合もありますが、そこらの対

応は自治振興部長の答弁の中にありましたが、そこらをどういうふう

にするのかということと、もう１点、訓練塔の関係で、市の中で消防

署へ補償をするという形、そうなのかなというふうに聞きましたが、

訓練塔はどこへ行ったのかなという気がして、私だけではないかもし

れませんが、補償するという形であったのが、譲り受けたということ

になれば、全部そこらを含んで管理をして、工事請負費の中でやられ

るのかなという気がしますが、そこら辺をもう少し詳しくお聞きした

いと思います。 

          教育長、頑張ってください。 

◯松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          まず、総務部長 新川文雄君。 

◯新川総務部長   議長。 

          当初、２回を１回にして実施をさせていただいておりました。この

ことにつきましては、公文書という取り扱いを各分室、各支所等の対

応をさせていただいております。 

          確かに１日１回ということになれば、朝の便で出ればすぐ昼には返

ってくるわけです。それがそれ１回になりますと、午後のそうした事

務の決裁関係というものが本庁の方に返ってきません。次のあくる日

に返ってくるような状況も起こるわけです。そういう実態の中でこう

した第２庁舎が完成するまでは、やはり事務のこうした効率化という

関係の観点から逓送につきましては、２回という形の中でこのたび運

営をさせていただいたという状況でございます。 

          それと、この嘱託職員さんに対する配送物に対するものは、この逓

送便とは別個な形で、嘱託につきましては各地域における、それぞれ

決めていただいて、嘱託員さんの方へ嘱託文書として配送をしていた

だいているという状況でございます。 

◯松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   備品の関係の修理でございますが、ご指摘のとおり当然修理をしな

ければならないものについては、修理をするということで対応をして
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いきたいと考えております。 

          それから訓練塔でございますけども、場所は元就村がもとございま

したけども、そこに設置いたします。消防の方と移転先はどうするか

ということで、いろいろと協議をしてまいりました。私どもとすれば、

なるべく近いとこでということで、協議をしてきたわけでございます

けども、新たに用地を取得することになりますと、また多額の費用が

発生するということがございまして、消防の方としても毎日毎日訓練

をするという状況ではございませんので、元就村程度の広さであれば、

十分対応できると、こういった最終的なご判断をいただきまして、そ

こに設置をするというふうに考えておるところであります。 

          元就村の中でも一番奥の平地がございますけども、そこに設置をす

るということで、消防の方とも協議が終了しているところであります。

当然工事につきましては、私どもの方で工事請負費を組んでおります

ので、施工管理から工事の管理まで企画課の方でするということでご

ざいます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

ほかに質疑ございませんか。 

 〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   ないようでございますので、質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          本件は委員会の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 

〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第７９号、平成１９年度安芸高田市一般会計補正予算

（第２号）を起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３３  議案第８０号  平成１９年度安芸高田市農業集落 

排水事業特別会計補正予算（第２号） 

◯松 浦 議 長   日程第３３、議案第８０号、平成１９年度安芸高田市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 
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この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議長。 

議案第８０号、平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計     

補正予算（第２号）であります。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１４５万

９千円を追加し、予算の総額を４億７，０２９万８千円とするもので

ございます。 

 歳入につきましては、繰入金２４５万９千円を追加し、諸収入１０

０万円を減額するものでございます。 

          歳出につきましては、総務費１４５万９千円を追加するものでござ

います。 

 よろしく審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   議長。 

          それでは議案第８０号、平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）についての要点のご説明をさせていただ

きます。 

          まず歳入でございますが、６ページをお願いいたします。 

          ５款繰上金では、一般会計からの繰上金２４５万９千円を追加させ

ていただき、７款諸収入の１項雑入では消費税の額の確定見込みによ

り１００万円を減額させていただいております。 

          次に歳出でございますが、次のページをお願いいたします。 

          １款総務費の１項、総務管理費の一般管理費でございますが、公課

費で先ほど申し上げました、消費税の額の確定見込みに伴いまして、

１４５万９千円を追加計上をさせていただいております。この消費税

につきましては、額の確定にあたって平成１８年度の決算見込みによ

り、使用料などの課税売上にかかる消費税から建設事業などの課税に

かかる消費税を控除して、税額を計算することとなっておりますが、

当初予算費には事業の繰越などで事業費の概算見積もりということで

算入しており、結果としまして、今回申請にあたりまして控除見込額

より少なくなり、消費税を納付するということになったところでござ

います。 

          ということで１４５万９千円の歳出の方へ提示をさせていただきま

す。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 
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          質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          本件は委員会の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 

〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第８０号、平成１９年度安芸高田市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）の件を起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３４  議案第８１号  平成１９年度安芸高田市簡易水道 

事業特別会計補正予算（第２号） 

◯松 浦 議 長   日程第３４、議案第８１号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業

特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議長。 

          議案第８１号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）でございます。 

          本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７１７万

１千円を追加し、予算の総額を６億６，４６７万３千円とするもので

ございます。 

          歳入につきましては、分担金及び負担金３４１万２千円、使用料及

び手数料２４万８千円、繰入金が２，３５１万１千円、それぞれ追加

し、市債２，０００万円を減額するものでございます。 

          歳出につきましては、施設費７１７万１千円を追加するものでござ

います。 

          また、地方債の補正につきましては、その借入限度額を３，１３０

万円と定めるものでございます。 

 以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 
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◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   議長。 

          それでは議案第８１号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）について、要点の説明をさせていただきます。 

          歳入でございますが、８ページをお願いいたします。 

          １款分担金及び負担金、１項分担金でございますが、高地長屋地区

の一部供用開始を１０月から予定しております。それに伴いまして、

加入者分担金３５件分、３４１万２千円を、また２款使用料及び手数

料では、水道の使用料として１７万８千円を、２項の手数料におきま

しては、給水工事に伴う検査手数料として７万円を計上をさせていた

だいております。 

          ６款の繰入金の１項他会計繰入金の１目一般会計の繰入金でござい

ますが、簡易水道事業債から過疎債への組み替えということで、２千

万円を、その他を計上させていただいております。その他の施設維持

管理分として、３５１万１千円をそれぞれ追加計上をさせていただい

ておるところでございます。 

          ９款市債では、簡易水道事業債から河川の組み替えということにな

りましたので、２千万円を減額させていただいております。 

          次に歳出でございますが、１０ページをお願いいたします。 

          ２款施設費の施設管理費では、各給水区の施設の維持修繕等施設管

理に伴うものでございます。特に八千代給水区においては、浄水場の

観測のろ過砂の補砂の業務や水位計等の修繕が主なもので、総額とい

たしまして、７１７万１千円を計上させていただいております。 

          ２項施設建設費では、事業執行に伴い、事業費の調整をさせていた

だいておりまして、財源の組み替えでございます。委託料等を減額し、

工事請負費に組み替えをさせていただいております。 

          ４ページにお戻りをいただきたいと思います。 

          第２表地方債の補正でございますが、簡易水道事業で、補正前の額

から２千万円を減額し、補正後の限度額を３年、約３０万円とさせて

いただきたいとするものでございます。 

          以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終了いたします。 

          お諮りいたします。 

          本件は委員会の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ
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りませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 

〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第８１号、平成１９年度安芸高田市簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）の件を起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３５  議案第８２号  平成１９年度安芸高田市水道事業 

会計補正予算（第１号） 

◯松 浦 議 長   日程第３５、議案第８２号、平成１９年度安芸高田市水道事業会計

補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第８２号、平成１９年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第

１号）でございます。 

 本案は、予算第４条に定めた資本的収入につきまして、既決予定額

２億４４５万２千円に、補正予定額３，０００万円を増額し、予定総

額を２億３，４４５万２千円とするものでございます。 

          資本的収入額が、資本的支出額に対し不足する額６，０５２万円は、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５５０万円、当年度

分損益勘定留保資金５，５０２万円で補てんするものでございます。 

          次に予算第６条に定めた、企業債限度額の既決予定額８，３４０万

円に補正予定額６０万円を増額し、予定総額を８，４００万円とする

ものでございます。 

 よろしく審議を賜りたいと思います。 

◯松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

          この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          公営企業部長 金岡英雄君。 

◯金岡公営企業部長   それでは議案第８２号、平成１９年度安芸高田市水道事業会計補正

予算（第１号）につきまして、要点説明をさせていただきます。 

 ２ページをお開きをいただきたいと思います。 

 水道事業の改良、電気改良にかかる第４条予算でございますが、１

款の資本的収入につきましては、既決予定額２億４４５万２千円に３
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千万円を増額し、予定総額を２億３，４４５万２千円とさせていただ

くものでございます。その主なものでございますが、第４項の企業債

６０万円を増額し、８，４００万円に。５項の出資金につきましては

甲田町の浄水場移転事業に伴うもので、対象額の３分の１相当額を一

般会計からの出資金として、新たに２，９４０万円を追加計上させて

いただいております。 

 ３ページには資金計画を掲載しておりますので、ご一読をいただき

たいと思います。 

 続きまして、この予算にかかります貸借対照表についての説明を申

し上げますので、４ページをお願いいたします。 

 資産の部の流動資産において、企業債と出資金の増額に伴い、資産

の下の方になりますが、現金預金が３千万円増の１億１，２８８万円

となっております。これに伴いまして、資産合計が３０億５，２００

万円とさせていただいております。 

 次に負債の部でございますが、次の５ページをお願いいたします。 

 ４の資本金で一般会計からの出資金に伴いまして、（１）の自己資本

金が２，９４０万円増額し、３億６３８万１千円となっております。

（２）の借入資本金の企業債では６０万円増額し、９億８，９３０万

３千円となっております。これに伴いまして、合計では１２億１，５

６８万４千円となっております。したがいまして負債資本合計は３千

万円増額の３０億５，２００万円となっております。 

 以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上をもって要点の説明を終わります。 

          これより質疑に入ります。 

          質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

◯松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。 

          お諮りします。 

          本件は委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会の付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論ありませんか。 

〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          これより議案第８２号、平成１９年度安芸高田市水道事業会計補正

予算（第１号）の件を起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 
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○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

次回は、明日１３日午前１０時から再開いたします。 

ご苦労さんでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ６時３０分 散会 
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